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平成23年９月末現在の

人口の動き
●人口 14,196人（前月比−12人） 男 7,103人（−3人）
　 ●世帯数 4,216世帯（前月比＋3世帯）
　　　 　　　　（前年比＋131人） 女 7,093人（−9人）

●●●●  主な内容  ●●●●

平成２２年度決算報告………………… 　１P
人事行政の運営状況を公表………… 　５P
中学生海外研修……………………… 　８P
交通安全ＮＥＷＳ…………………… １２P
町の動向……………………………… １３P
消費生活通信………………………… １４P
がんばってます！東港立地企業…… １５P
お知らせ……………………………… １６P
地域活性化対策券を販売…………… １８P
アルビレックス新潟情報…………… ２８P
ＪＡＰＡＮサッカーカレッジ… ……… ２９P
みんなの広場………………………… ３０P

October  No.424111111広報せいろう
2011

秋のめぐみを
いただきま～す

９月２４～２５日　阿賀北ふるさとグルメフェスタ 
緑丸も出張しました

蓮潟こども園の園児がぶどうの収穫体験 
（関連記事は31ページをごらんください）



広報聖籠 H23.11　2日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

決
算
と
は
？

　

決
算
は
会
計
年
度
（
四
月
～
翌
年

三
月
）
の
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
の

実
績
を
報
告
す
る
確
定
的
な
計
数
表

で
す
。
決
算
書
は
会
計
年
度
終
了
後

に
作
成
さ
れ
、
監
査
委
員
が
審
査
し

た
後
、
議
会
の
認
定
で
確
定
し
ま
す
。

一般会計決算
　一般会計とは市町村などの会計の中心で

行政運営の基本的な経費を処理する会計で

す。平成22年度、町の歳入は75億2,020万円

で、歳出が71億2,243万円となり、差し引き

3億9,777万円の黒字決算となりました。

（平成21年度　67.1％）
　一般財源のうち、人件費、事務費、公債費などの
必要経費の割合を経常収支比率といいます。この率
が高いほど財政に余裕がなく、80％を超えると財政
面で慎重さが必要になります。

（平成21年度　1.461）
　地方公共団体の財政上の能力を示す指数です。こ
の指数が 1.0 を超えると国からの交付税が配分され
ません。（不交付団体となります）
　聖籠町は昭和59年から不交付団体です。

経常収支比率　77.0％ 財政力指数　1.365

一般会計歳出

　　　　  71 億 2,243 万円
町民一人あたり

　　　　　  50 万 3,672 円

（　　　 ）平成23年３月31日の
人口14,141人

110億円使いました

一般会計歳入

75億2,020万円

町税
48億3,342万円
（64.3％）

地方譲与税
1億2,905万円
（1.7％）

繰越金
4億6,295万円
（6.2％）

前年度から繰り越し
たお金

地方消費税交付金
1億8,266万円
（2.4％）

県支出金
4億784万円
（5.4％）

使い道を特定して県が
支出する補助金等

諸収入
3億6,501万円
（4.9％）

貯金利子や税の延滞金、
貸付金の回収金など

国庫支出金
4億9,702万円
（6.6％）

使い道を特定して国が
支出する補助金等

その他
4億2,658万円
（5.6％）

使用料及び手数料、
負担金、町債など

繰入金
2億1,567万円
（2.9％）

特別会計、基金からの
繰入金

内訳
固定資産税 39億1,135万円（80.9％）
町民税（個人）   4億2,719万円（8.9％）
町民税（法人）   3億2,366万円（6.7％）
軽自動車税、たばこ税、入湯税　 1億7,122万円（3.5％）

内訳
固定資産税 39億1,135万円（80.9％）
町民税（個人）   4億2,719万円（8.9％）
町民税（法人）   3億2,366万円（6.7％）
軽自動車税、たばこ税、入湯税　 1億7,122万円（3.5％）

　

こ
の
ほ
ど
、
平
成
二
十
二
年
度
の
町
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
九
月

の
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
一
年
間
に
使
わ
れ
た
お

金
は
、
一
般
会
計
と
七
つ
の
特
別
会
計
合
わ
せ
て
約
百
九
億
八
千
万

円
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
し
て
使
わ

れ
た
の
か
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
税
務
財
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
２
７
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１
９
５
６
（
直
通
）



3　H23.11 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

■町債の状況

■基金の状況

特別会計とは？
　地方公共団体の会計は、本来一つの会計が原則です。し
かし、様々な行政需要が求められてきている現在、単一の
会計で処理することが難しくなってきました。
　そこで次のような特定の事業を一般会計から分けて、わ
かりやすいように処理するのが特別会計です。

特別会計決算

平成22年度
決　算

  平成22年度に行った
　　　    主な建設事業

・町道改良舗装工事
　　　2 億 44 万円

・消雪パイプ設備工事
　　　5,854 万円

・聖籠海洋レクリエーション
　交流拠点施設整備工事

　　　4,711 万円
・生ごみ堆肥化施設建設等　
　工事

　 2,889 万円
・蓮潟こども園耐震補強　　
　工事

　　　2,762 万円
・聖籠中学校校舎外壁塗装　
　工事

　　　2,403 万円

まちづくりのためにまちづくりのために
合　計一般会計

特別会計

一般会計歳出

71億2,243万円

民生費
　16億8,084万円
（23.6％）

高齢者・児童・障がい
福祉事業など

教育費
　12億9,048万円
（18.1％）

こども園・学校・
社会教育・
社会体育事業など土木費

11億5,815万円
（16.3％）
道路・公園・
港湾整備など

総務費
　7億4,939万円
（10.5％）

公害・交通安全対策、
選挙、広域関連事業など

商工費
2億730万円
（2.9％）
商工業の振興、
観光事業など

農林水産業費
3億126万円
（4.2％）
農業・漁業振興、
土地改良事業など

公債費
4億443万円
（5.7％）

町が借り入れたお金
の返済

消防費
2億9,137万円
（4.1％）

消防団活動、消防施
設整備など

衛生費
　7億4,160万円
（10.4％）

保健事業、ごみ処理
事業など

諸支出金
2億301万円
（2.9％）
基金への積立
（町の貯金）

議会費
9,390万円
（1.3％）
議会活動

労働費
70万円
 （0.0％）
雇用対策など

会　　計　　名 歳　　入 歳　　出
国 民

健 康 保 険
事 業 勘 定 13億 8,297万円 13億 2,127万円
施 設 勘 定 1億 5,171万円 1億 2,780万円

老 人 保 健 192万円 154万円
介 護 保 険 9億 8,543万円 9億 4,505万円
後 期 高 齢 者 医 療 7,337万円 7,234万円
県 営 開 拓 パ イ ロ ッ ト 事 業 1,033万円 563万円

下 水 道 事 業
収 益 的 収 支 4億 2,504万円 5億 7,817万円
資 本 的 収 支 2億 9,958万円 3億 632万円

水 道 事 業
収 益 的 収 支 2億 4,058万円 2億 4,527万円
資 本 的 収 支 1億 9,492万円 2億 5,139万円

区　　　　分 平成22年度末残高

一 般 会 計 28億 5,510万円

国民健康保険特別会計 9,202万円

下 水 道 事 業 会 計 77億 3,729万円

水 道 事 業 会 計 4億 5,812万円

合　　　　　　　計 111億 4,253万円

区　　　　分 平成22年度末残高
財 政 調 整 基 金 14億 9,178万円
減 債 基 金 8,450万円
災 害 救 助 基 金 1億 2,662万円
土 地 開 発 基 金 6,396万円
道 路 整 備 基 金 2,184万円
教 育 振 興 基 金 319万円
公 共 用 施 設 整 備 基 金 2,216万円
公 共 用 施 設 維 持 基 金 7,040万円
地 域 福 祉 基 金 4,655万円
観音の湯ざぶ～ん館維持基金 1億 3,573万円
町営住宅及び共同施設維持基金 8,440万円
ふ る さ と 応 援 基 金 18万円

合　　　　　　計 21億 5,131万円



広報聖籠 H23.11　4日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により地方公共団体は、健全化判断比率及び資金不足比率を算定し、
監査委員の審査に付した上で議会へ報告し、住民に公表することが義務付けられています。
　それぞれの指標が、早期健全化基準、財政再生基準を上回ると、財政健全化計画、財政再生計画を策定しなければ
なりません。
　本町における平成 22 年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率を次のとおり公表します。

 1  健全化判断比率 （単位：％）

 2  資金不足比率 （単位：％）

※ １　地方公共団体の標準的な年間収入 
※ ２　一般会計等が償還する地方債や、退職手当支給予定額等の合計　 
※ ３　収入－支出などで求められ、一般会計等の実質赤字に相当するもの 

【用語の説明】

地方公社・第三セクター等

一般会計

県営開拓パイロット事業
聖籠町特別会計

国民健康保険特別会計
老人保健特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計

下水道事業会計

水道事業会計

一部事務組合・広域連合

一
般
会
計
等

公
営
事
業
会
計

実
質
赤
字
比
率

資
金
不
足
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

※公営企業会計
　ごとに算定

平成22年度決算に基づく
健全化判断比率及び資金不足比率

 3  健全化判断比率等の対象範囲

平成22年度決算に基づく
健全化判断比率及び資金不足比率

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
聖籠町の比率 ― ―  8.8   6.8

早期健全化基準 14.79 19.79 25.0 350.0
財政再生基準 20.00 35.00 35.0 －     

特　別　会　計　の　名　称 資金不足比率
下 水 道 事 業 会 計 －
水　道　事　業　会　計 －

 

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 　一般会計等における標準財政規模 ※1 に対する、歳入総額から歳出総額を差し引いた額の割合です。
つまり、黒字か赤字かを判断する指標です。本町は、赤字でない（黒字）ため、「－」で表しています。

連結実質赤字比率 　町の全会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する割合です。本町は、赤字でない（黒字）
ため「－」で表しています。

実質公債費比率 　収入のうち、どのくらいを借金の返済にあてているかを示す指標で、資金繰りの危険度を示します。
一部事務組合、広域連合まで含めて算定します。

将来負担比率 　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債 ※2 の標準財政規模に対する比率で、それらの負債が将
来、財政を圧迫する可能性があるかを示したものです。

早期健全化基準 　指標が、一つでもこの基準を超えた場合、「財政健全化計画」を策定し、自主的な改善努力による
財政健全化を行っていかなければなりません。（イエローカード）

財政再生基準 　指標が、一つでもこの基準を超えた場合、「財政再生計画」を策定し、国等の関与による確実な再
生を行っていかなければなりません。（レッドカード）

資金不足比率 　公営企業の資金不足額 ※3 に対する事業の規模の割合を示したもので、経営状況の健全度を表して
います。本町は、資金不足がないため「－」と表示しています。



5　H23.11 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

人事行政の運営状況
　聖籠町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成17年聖籠町条例第15号）第 4 条の規定に
より、平成22年度の人事行政の運営状況等について公表します。

● 人事行政の運営状況の公表について
　　　地方公務員法で、定員、給与、任免、研修等の人事行政全般について住民へ公表することが義務づけら
　　れています。これは人事行政の運営状況等を公表し、公平性、透明性を一層高めることを目的としています。
　　　今後も適正な定員管理、給与の適正化、研修等による職員の資質向上に努めていきます。

1. 職員の任免及び職員数に関する状況（平成22年度）

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する
　　 休職者・派遣職員などを含み、臨時、又は非常勤職員を除いています。

（注）  1　職員手当には退職手当を含まない。
2　職員数及び給与費は当初予算に計上された値。

2. 職員の給与の状況

（1）退職者の状況
退職事由 定年退職 勧奨退職 その他退職 計

一 般 行 政 2 1 - 3
専 門 職 - - - 0
教 育 職 - - - 0
技能労務職 - - - 0

計 2 1 0 3

（2）採用者の状況
区　　分 一般行政 教育職 技能労務職 計

上 級 試 験 4 - - 4
中 級 試 験 - - - 0
初 級 試 験 - - - 0
選 考 考 査 - - - 0

計 4 0 0 4

（3）職員数に関する状況（平成23年4 月 1 日現在）
①部門別職員数の状況

区　　分 職 員 数 増減数 主な増減理由部　　門 H22 H23 H23

一般行政部門

議 会 3 3 0
総務企画 28 30 2 派遣者の増、業務量の増
税 務 11 11 0
民 生 23 25 2 部局集約による増
衛 生 14 14 0
農林水産 9 8 △ 1 兼務による減
商 工 2 2 0
土 木 10 11 1 東港振興室の設置
小　 計 100 104 4

特別行政部門 教 育 56 54 △ 2 部局集約による減、業務量の減
小　 計 56 54 △ 2

普通会計合計 156 158 2

公営企業等
会 計 部 門

水 道 4 4 0
そ の 他 22 22 0
小 計 26 26 0

合　　　計 182 184 2

（1）人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（22年度末）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
21 年度人件費率

22年度 14,141 人 7,051,668 千円 326,583 千円 1,211,282 千円 17.2% 15.0%

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

区　分 職　員　数
Ａ

給与費 １人当たり給与費
Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末勤勉手当 計　Ｂ

23年度 162 人 619,750 千円 81,194 千円 223,706 千円 924,650 千円 5,708 千円

②年齢別職員構成の状況 【単位：人】

区分
20
歳
未
満

20
～
23
歳

24
～
27
歳

28
～
31
歳

32
～
35
歳

36
～
39
歳

40
～
43
歳

44
～
47
歳

48
～
51
歳

52
～
55
歳

56
～
59
歳

60
歳
以
上

計

職
員
数

H23.4.1 0 10 18 13 17 24 14 17 17 29 25 - 184

H22.4.1 1 9 19 12 17 22 16 16 26 26 18 - 182



広報聖籠 H23.11　6日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

（4）職員の平均給与月額、初任給等の状況（普通会計）
① 職員の平均年齢、平均給料月額及び
　 平均給与月額の状況（平成23年4月1日現在）

（注）  1「平均給料月額」とは、各職種ごとの職員の基本給の平均。
       2「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、調整手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したもの。

② 職員の初任給の状況（平成23年4月1日現在）

（5）一般行政職の級別職員数の状況（平成23年4月1日現在）

（注）１　給与条例に基づく給料表の級区分による
　　　　職員数。
　　 ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に

　　　　該当する代表的な職務。

  ② 時間外勤務手当・休日勤務手当   ③ 特殊勤務手当（平成23年4月1日現在）

※ 支給実績及び平均支給年額は、医師を除く。
  ④ その他の主な手当（平成23年4月1日現在）

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
一般行政職 42.03 歳 303,006 円 344,788 円
技能労務職 43.02 歳 279,455 円 294,135 円

区　　分
聖　籠　町 国

初任給 2 年後の給料 初任給 2 年後の給料

一般行政職
大学卒 172,200 円 185,800 円 172,200 円 185,800 円
高校卒 140,100 円 149,800 円 140,100 円 149,800 円

区 　分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１　級 主事 11 10 . 7%
２　級 主事  9  8 . 7%
３　級 主任 43 41 . 8%
４　級 係長、主幹 16 15 . 5%
５　級 課長補佐、次長 11 10 . 7%
６　級 課長、参事 13 12 . 6%

（6）職員手当の状況（普通会計）
  ① 期末・勤勉手当、退職手当の状況（平成22年度）

区　分 聖　　　籠　　　町 国

期末・勤勉手当
（支給割合）

期末手当 勤勉手当
・ 6 月期 1.25 月分 0.7 月分
・12 月期 1.35 月分 0.65 月分 同じ 　　　計 2.60 月分 1.35 月分
・1 人当たり平均支給額（平成22年度）　　　　　　　　　　 1,310 千円
　職階上の段階、職務の級等による加算措置有り（5～15％）

退職手当

自己都合 勧奨・定年

同じ

・勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分
・勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分
・勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分
・最高限度額 59.28 月分 59.28 月分
・加算措置 定年前早期退職の場合は１年につき

2％加算（20％限度）
・1 人当たり支給額（平成22年度） 25,988 千円

支給実績（平成22年度決算） 34,577 千円

職員 1 人当たり平均支給年額
（平成22年度決算） 222 千円

支給実績（平成21年度決算） 35,478 千円

職員 1 人当たり平均支給年額
（平成21年度決算） 226 千円

支給実績（平成22年度決算） 74 千円
支給職員 1 人当たり平均支給年額

（平成22年度決算） 3,368 円

職員全体に占める手当支給職員の割合
（平成22年度） 14.1%

手当の種類（手当数） 10 種類

主な手当の名称
税徴収手当、防疫等作
業手当、除雪作業手当、
用地交渉手当

手　当　名 内容及び支給単価 支給実績
（22年度決算）

支給職員 1 人当たり平均
支給年額（22年度決算）

扶 養 手 当 扶養親族ある職員に対して扶養区分に応じた額を支給 16,589 千円 230,402 円
住 居 手 当 借家等の場合は家賃に応じた額を支給（27,000円を限度） 3,884 千円 228,482 円

通 勤 手 当 2km 以上の距離を自動車等で通勤する職員に対し通勤距離に
応じた額を支給 6,262 千円 49,306 円

管 理 職 手 当 課長、室長、事務局長に月額33,200円、参事、園長、館長に
24,900円支給 7,229 千円 361,455 円

（3）ラスパイレス指数の状況（各年 4 月 1 日現在）
　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水準を示す数値です。

99
98
97
96
95
94
93

H16H15

98.4

96.0
95.5 95.4

96.694.4

H17 H18 H19 H21H20 H22

95.9 95.8

※ 管理職手当は、平成19年4月1日に改定され、現在経過措置中。
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（7）特別職の報酬等の状況（平成23年4月1日現在）

（1）勤務時間の状況（平成22年度）

（3）育児休業の状況（平成22年度実績）

※ 平成22年度に新たに育児休業した職員数。

（1）分限処分の状況
　分限処分とは、法律又は条例に定められた事由に該当した場合に、
職員の意に反してその身分に不利益な変動をもたらす処分のことを
いい、地方公務員法第28条に規定されています。
　分限処分には、降任・免職・休職・降給の４種類があります。

（2）懲戒処分の状況
　懲戒処分とは、任命権者が職員の一定の義務違反に対して、その
責任を追及して行う行政上の不利益処分のことをいい、地方公務員
法第29条に規定されています。
　懲戒処分には、戒告・減給・停職・免職の４種類があります。

服務規律遵守のための取組み
・年末年始における服務規律確保の通知　・選挙における服務規律確保の通知

6. 職員の研修及び勤務成績の評定状況
　　　　　　　　　　　　　　（平成22年度）（1）研修の状況

7. 職員の福祉及び利益保護の状況   （平成22年度）

（2）勤務成績の評定状況
　職員の人事評価について検討中。

4. 職員の分限及び懲戒処分の状況（平成22年度）

5. 職員の服務状況（平成22年度）

3. 職員の勤務時間その他の勤務条件

区　　分 給料等月額 期末手当

給　　　料
町 長 806,000 円
副 町 長 645,000 円 6 月期 1.45 月分
教 育 長 530,000 円 12月期 1.50 月分

報　　　酬
議 長 303,000 円 計 2.95 月分
副 議 長 246,000 円 ※ 教育長は職員と同じ
議 員 222,000 円

1 週間の正規の
勤務時間

1 日の正規の
勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間

38時間45分 7時間45分 8:30 17:15 12：00～13：00

（2）年次有給休暇の状況（平成22年実績）
　年次有給休暇は、１の年（暦年）ごとに20日付与され（中途
採用者を除く。）、20日を超えない範囲内の残日数は、40日を限
度として翌年に繰り越すことができる。

総取得日数 全対象職員 平均取得日数
1,045.1 日 98 10.7 日

性別 休業者数 3 月未満 3 月以上
6 月未満

6 月以上
1 年未満 1 年以上

男 － － － － －
女 6 － 1 2 3

処 分 事 由 降任 免職 休職 降給
勤務実績が良くない場合 － － － －
心身の故障の場合 － － 1 －
職に必要な適格性を欠く場合 － － － －
職制、定数の改廃、予算の減少
により廃職、過員を生じた場合 － － － －

刑事事件に関し起訴された場合 － － － －

実 施 主 体 研　　修　　名 受講者数

新潟県
自治研修所

主任・主査研修 7
係長研修 4
課長補佐級研修 2
課長級研修 1
法制執務研修 2
行政法研修 1
政策法務研修 1
政策形成研修 1
業務改善研修 1
問題解決力向上研修 1

新潟県市町村
総合事務組合

新採用職員研修 5
一般職員研修第１部 4
一般職員研修第２部 5
税務事務新任研修 1
人事評価研修 1
市町村民税研修 2
徴収事務研修 1
情報公開・個人情報保護制度研修 1
住民協働研修 1
福祉・医療研修 1
新地方公会計事務新任研修 2

市町村職員
中央研修所

水道事業の経営管理 1
市町村税徴収事務 1

新発田地域広域事務組合 広域事務組合構成市町職員研修 3

区　分 事業名 事業概要

厚生制度

定期健康診断 定期健康診断及び事後指導

人間ドック １日人間ドック

健康増進教育 健康相談、健康講演会

元気回復事業 町村職員親善スポーツ大会

共済制度
（県市町村職員
共済組合事業）

短期給付 保険給付（医療保険）、休業給付等

長期給付 退職共済年金、障害共済年金等

福祉事業 貸付事業、保健事業等

※平成 22 年中の採用者、退職者、派遣職員、育児休業者等を除く。

処 分 事 由 戒告 減給 停職 免職
法令に違反した場合 － － － －
職務上の義務に違反し又は
職務を怠った場合 － － － －

全体の奉仕者たるにふさわ
しくない非行のあった場合 － － － －
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八
月
一
日
か
ら
十
二
日
ま
で

の
十
二
日
間
に
渡
り
、
今
年
度

も
聖
籠
町
教
育
委
員
会
主
催
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
研
修
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
研
修
先
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
近
郊
、

プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
と
い
う
地
域
で

す
。
エ
ベ
ネ
ザ
・
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
は
、
語

学
研
修
と
し
て
オ
ー
ル
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
の
授
業
を
行
い
、
さ

ら
に
現
地
生
徒
の
授
業
に
も
参

加
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
聖
籠
中
学
校
の
三
年

生
二
名
、
二
年
生
四
名
、
一
年

生
三
名
、
さ
ら
に
は
聖
籠
町
在

住
の
他
中
学
生
が
四
名
の
計

十
三
名
（
男
子
六
名
、
女
子
七

名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

体
験
が
こ
れ
か
ら
の
語
学
学
習

の
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た

は
ず
で
す
。

　
先
月
号
に
引
き
続
き
、
参
加

し
た
生
徒
の
感
想
文
を
紹
介
し

ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研

修
に
参
加
し
て

　
　
　

聖
籠
中
学
校
２
年

小
玉　

千
尋

　

私
は
今
回
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
語
学
研
修
に
参
加
で
き
て
、

と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
人
と
た
く
さ
ん
交

流
が
で
き
ま
し
た
。
な
れ
な
い

生
活
で
の
会
話
や
学
校
生
活

で
、
知
ら
な
い
生
徒
と
一
緒
の

授
業
は
不
安
も
あ
り
楽
し
み
も

あ
り
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
「
Ｍ
Ａ
Ｘ
と
き
」

の
二
階
と
「
成
田
エ
ク
ス
プ
レ

ス
」
に
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
で
も
一
番
乗
れ
て
嬉
し
か

っ
た
の
は
飛
行
機
で
す
。
約
九

時
間
三
十
分
の
フ
ラ
イ
ト
は
す

ご
く
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。
夜

の
フ
ラ
イ
ト
で
、
飛
行
機
で
は

あ
ま
り
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
夜
の
成
田
空
港
は
と
て
も

き
れ
い
で
し
た
。

　

二
日
目
、
早
朝
、
や
っ
と
寝

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
た

ら
、
運
悪
く
三
時
半
位
に
朝
食

の
た
め
に
起
こ
さ
れ
て
が
っ
か

り
し
ま
し
た
。「
ふ
つ
う
３
時

半
か
ら
朝
食
な
ん
て
あ
り
え
な

い
で
し
ょ
う
」と
思
い
ま
し
た
。

量
も
す
ご
く
少
な
か
っ
た
で

す
。
シ
ド
ニ
ー
に
到
着
し
て
初

め
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
会

っ
た
時
の
感
想
は
、
と
て
も
優

し
そ
う
な
人
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
家
の
中
は
ご
く
普
通
だ
け

ど
キ
ッ
チ
ン
は
す
ご
く
広
か
っ

た
で
す
。
夜
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
が
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
、
ホ

ッ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
ご
ち
そ

う
し
て
く
れ
ま
し
た
。
八
月
二

日
は
私
の
誕
生
日
だ
っ
た
か
ら

で
す
。
学
校
で
は
皆
が
バ
ー
ス

デ
ー
ソ
ン
グ
を
歌
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
思
い
出
に
残
る
誕
生
日

に
な
り
ま
し
た
。

　

私
が
お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
大
人
だ
け

の
家
族
だ
っ
た
の
で
、
い
く
つ

か
の
単
語
と
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で

毎
日
の
生
活
は
な
ん
と
か
で
き

ま
し
た
。

　

学
校
の
午
前
の
英
語
の
授
業

は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
先
生
と
い
う

私
た
ち
に
は
思
い
出
の
あ
る
先

生
と
同
じ
名
前
の
先
生
が
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
午
後
は
現
地

の
生
徒
と
一
緒
に
数
学
な
ど
の

授
業
を
受
け
ま
し
た
。

　

土
日
に
は
、
校
長
先
生
と
数

人
の
生
徒
が
私
た
ち
を
オ
ペ
ラ

ハ
ウ
ス
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
電
車
や
船
に
も
乗
り

ま
し
た
。
電
車
の
改
札
は
日
本

と
同
じ
様
に
自
動
で
す
が
、
切

符
の
出
口
が
違
う
の
で
ち
ょ
っ

と
と
ま
ど
い
ま
し
た
。
そ
の
日

は
校
長
先
生
の
家
に
女
子
数
人

で
泊
ま
り
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど

を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

八
月
十
一
日
は
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
や
学
校
の
皆
と
お
別
れ

の
日
で
し
た
。
泣
い
て
い
る
人

も
い
た
け
れ
ど
私
は
泣
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
楽
し
い
思
い
出
が

た
く
さ
ん
で
き
た
の
で
悲
し
い

別
れ
に
は
し
た
く
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。

　

こ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学

研
修
で
は
、
英
語
の
勉
強
だ
け

で
は
な
く
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

や
シ
ド
ニ
ー
の
生
徒
と
交
流
し

た
り
、街
を
観
光
し
た
り
し
て
、

た
く
さ
ん
の
文
化
や
生
活
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
い
い

体
験
が
で
き
ま
し
た
。

町
の
中
学
生 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
語
学
研
修

平
成
23
年
度
　
中
学
生
海
外
語
学
研
修
補
助
事
業

後

編

ホストファミリーと一緒に
（左から 2 人目が小玉さん）
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研

修
感
想

　
　
　

聖
籠
中
学
校
２
年

岡
部　

圭

　

僕
が
、
こ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
語
学
研
修
に
参
加
し
よ
う
と

思
っ
た
理
由
は
、
お
い
し
い
食

べ
物
を
食
べ
た
り
、
大
自
然
に

ふ
れ
た
り
、
自
分
の
持
っ
て
い

る
英
語
が
ど
れ
だ
け
通
じ
る
か

を
試
し
た
り
、
そ
の
思
い
か
ら

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
到
着
、
１

日
目
は
観
光
で
し
た
。
観
光
で

は
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
や
ハ
ー
バ
ー

ブ
リ
ッ
ジ
や
セ
ン
ト
メ
ア
リ
ー

大
聖
堂
や
海
に
も
行
き
、
す
ご

く
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
日
は
学
校
の
み
ん
な
や
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
会
う
日
で
し

た
。
観
光
後
バ
ス
で
学
校
に
向

か
い
ま
し
た
。
学
校
に
着
い
た

瞬
間
す
ご
く
緊
張
し
た
け
ど
、

学
校
の
人
が
、
と
て
も
優
し
く

接
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
す
こ

し
ず
つ
気
持
ち
が
和
ら
ぎ
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
十
日
間
お
世
話
に

な
っ
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｌ
Ｅ
Ｙ
家
と
の
思

い
出
は
、
卓
球
を
し
た
り
、
ゲ

ー
ム
を
し
た
り
、
焼
肉
を
食
べ

た
り
、
フ
ェ
リ
ー
に
乗
っ
た

り
・
・
・
。
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
時

は
、
最
高
で
し
た
。
ま
た
、
Ｍ

Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｌ
Ｅ
Ｙ
家
の
次
男
キ
ー

ガ
ン
さ
ん
は
毎
日
僕
と
向
元
君

（
聖
籠
中
学
校　

渡
辺
向
元
さ

ん
）
を
学
校
ま
で
、
送
迎
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
僕
達
に
分
か

り
や
す
い
よ
う
に
簡
単
な
英
語

を
使
っ
て
話
し
か
け
て
く
れ
ま

し
た
。
お
か
げ
で
楽
し
い
日
々

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

母
の
ベ
ー
ブ
ス
さ
ん
は
、毎
日
、

食
事
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

す
ご
く
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

父
の
レ
ッ
ジ
さ
ん
は
会
社
を
経

営
し
て
い
て
、
世
界
の
お
金
を

集
め
る
の
が
趣
味
だ
と
い
っ
て

い
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
み
ん
な
と
仲
良
く

出
来
た
と
思
い
ま
す
。
英
語
を

ほ
ん
の
少
し
だ
け
使
っ
て
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
た
の

で
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
学

校
の
友
達
と
一
緒
に
勉
強
し
た

り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
し
ま

し
た
。
日
本
で
は
な
か
な
か
出

来
な
い
体
験
を
こ
の
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
学
校
で
出
来
て
本
当

に
よ
か
っ
た
で
す
。
英
語
の
勉

強
を
も
っ
と
や
っ
て
、
ま
た
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
き
た
い
で

す
。

　

町
の
補
助
金
や
両
親
の
お
蔭

で
こ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行

け
た
の
で
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
引
率
の
先
生
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
方
、
こ
の
よ
う
な
す

ば
ら
し
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学

研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
い
ろ

ん
な
場
面
で
使
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
来
年
も
行
き

た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

学
び
、
楽
し
ん
だ
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
研
修

　
　
　

聖
籠
中
学
校
１
年

美
本　

悠
海

　

八
月
一
日
、
待
ち
に
待
っ
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修
。
行
こ

う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
私

の
家
に
、
中
国
の
人
が
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
に
来
た
と
き
に
、
国
が

違
っ
て
も
少
し
で
も
通
じ
合
え

る
こ
と
を
知
り
ホ
ッ
と
し
た
こ

と
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
そ
ん

な
こ
と
を
感
じ
て
か
ら
も
っ
と

海
外
の
人
と
交
流
し
て
み
た
か

っ
た
の
で
、
こ
の
研
修
会
を
申

し
込
み
ま
し
た
。

　

私
は
前
の
日
か
ら
ワ
ク
ワ
ク

し
て
い
ま
し
た
が
、
不
安
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
よ

う
に
接
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ

う
？
学
校
の
人
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
家
族
と
仲
良
く
で
き

る
か
な
ど
、
色
々
な
こ
と
を
考

え
て
い
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
、
沢
山
の
友
達
が

で
き
、
明
る
く
話
し
か
け
て
く

れ
た
の
で
安
心
し
ま
し
た
。
一

緒
に
数
学
の
勉
強
を
し
た
り
、

折
り
紙
を
折
っ
た
り
、
た
く
さ

ん
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
し

て
、
す
ご
く
仲
良
し
に
な
り
ま

し
た
。
特
に
私
が
一
番
楽
し
か

っ
た
事
は　

校
長
先
生
の
家
に

泊
ま
っ
た
事
で
す
。
ト
ラ
ン
プ

を
し
た
り
、
ピ
ア
ノ
を
弾
い
た

り
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
し
た
り
し

て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
夜
も

み
ん
な
で
た
く
さ
ん
笑
い
、
遊

び
、
国
を
気
に
せ
ず
に
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も

良
か
っ
た
で
す
。

　

次
の
朝
、
み
ん
な
で
オ
ペ
ラ

ハ
ウ
ス
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

形
が
か
っ
こ
よ
く
珍
し
い
建
物

で
き
れ
い
で
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
友
達
と

歌
を
歌
っ
た
り
教
え
て
も
ら
っ

た
り
し
ま
し
た
。
手
遊
び
を
教

え
完
璧
に
覚
え
て
く
れ
た
の
で

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
日
本
語
も

学校での集合写真（最前列が岡部さん）
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沢
山
分
か
る
よ
う
に
な
り
凄
い

と
思
い
ま
し
た
。
学
校
の
友
達

と
船
に
乗
り
海
を
見
る
と
一
面

が
綺
麗
な
緑
で
眺
め
も
良
く
綺

麗
で
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
族

に
会
っ
た
時
は
、
優
し
く
笑
顔

で
迎
え
て
く
れ
た
の
で
、
不
安

が
安
心
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ホ

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
に
行
き
家

の
中
を
案
内
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
す
ご
く
大
き
い
家
で
庭
に

大
き
い
プ
ー
ル
が
あ
り
ビ
ッ
ク

リ
し
ま
し
た
！！

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し
て
い

く
う
ち
に　

だ
ん
だ
ん
会
話
も

多
く
な
り
日
本
の
言
葉
も
聞
か

れ
た
り
し
ま
し
た
。
食
事
は
、

肉
が
多
か
っ
た
で
す
。
そ
こ
で

私
が
ビ
ッ
ク
リ
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
学
校
に
持
っ

て
い
く
お
昼
ご
飯
が
お
弁
当
で

は
な
く
、
切
っ
て
い
な
い
リ
ン

ゴ
や
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
の
時
が

あ
っ
た
事
で
す
。
国
に
よ
っ
て

違
う
ん
だ
な
～
と
思
い
ま
し

た
。
休
み
の
日
に
は
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
お
買
い
も
の
に
行
き
ま
し

た
。
色
々
な
物
を
買
っ
て
も
ら

っ
た
り
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
行

っ
た
り
し
ま
し
た
。
皆
、
と
っ

て
も
優
し
か
っ
た
で
す
。

　

い
よ
い
よ
帰
る
日
に
な
り
ま

し
た
。
本
当
は
も
っ
と
長
く
居

た
か
っ
た
の
で
す
が
、
帰
る
日

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

ん
な
楽
し
く
過
ご
せ
た
の
も
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
学
校
の
先

生
、
友
達
の
お
か
げ
で
す
。
長

い
よ
う
で
短
か
っ
た
こ
の
十
二

日
間
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修

は
私
の
一
生
の
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。

　

参
加
し
て
本
当
に
良
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

楽
し
か
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア

　
　
　

聖
籠
中
学
校
１
年

坂
上　

舞

　

私
は
、
八
月
一
日
か
ら
十
二

日
ま
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
ホ

テ
ル
で
は
な
く
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
泊
ま
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
は
、
Ｂ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｖ
Ｉ

Ａ
Ｊ
Ｅ
さ
ん
と
い
う
家
に
八
日

間
泊
ま
り
ま
し
た
。
泊
ま
っ
て

い
て
驚
い
た
こ
と
は
、
毎
日
の

食
事
が
五
食
あ
る
こ
と
で
す
。

ど
ん
な
も
の
を
食
べ
る
か
と
い

う
と
、

　

朝
ご
は
ん
…
シ
リ
ア
ル
、
パ

ン
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
モ
ー
ニ
ン

グ
テ
ィ
、
チ
ョ
コ
、
ポ
テ
チ
な

ど
、
昼
ご
は
ん
…
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
、
丸
ご
と
り
ん
ご
、
ア
フ
タ

ヌ
ー
ン
テ
イ
、
パ
ン
ケ
ー
キ
な

ど
、
夜
ご
は
ん
…
チ
キ
ン
、
ポ

テ
ト
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
よ
う

な
も
の
を
毎
日
食
べ
ま
し
た
。

帰
国
し
て
か
ら
体
重
を
計
っ
た

ら
二
㎏
近
く
肥
っ
て
い
て
シ
ョ

ッ
ク
で
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
遊
び
を
い
っ

ぱ
い
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

な
の
で
日
本
の
遊
び
も
教
え
て

あ
げ
ま
し
た
。
一
番
よ
ろ
こ
ん

で
く
れ
た
の
は
、「
せ
っ
せ
っ

せ
っ
の
よ
い
よ
い
よ
い
」と「
炭

坑
節
」
で
し
た
。「
せ
っ
せ
っ

せ
っ
の
よ
い
よ
い
よ
い
」
で
、

ア
ル
プ
ス
一
万
尺
を
穂
乃
花
さ

ん
（
新
潟
明
訓
中
学
校
１
年　

小
池
穂
乃
花
さ
ん
）
が
教
え
て

あ
げ
た
ら
、
二
日
後
く
ら
い
に

は
全
員
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て

一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
、
シ
ド

ニ
ー
の
動
物
園
と
学
校
の
休
み

時
間
で
す
。
シ
ド
ニ
ー
の
動
物

で
は
、
ワ
ラ
ビ
ー
が
い
て
、
柵

が
な
か
っ
た
の
で
手
で
「
よ
い

よ
い
よ
い
」
っ
て
言
い
な
が
ら

や
っ
た
ら
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
と
寄

っ
て
き
て
す
ご
く
か
わ
い
か
っ

た
で
す
。
あ
と
、
コ
ア
ラ
と
い

っ
し
ょ
に
写
真
も
と
れ
て
よ
か

っ
た
で
す
。
学
校
の
休
み
時
間

で
は
、
鬼
ご
っ
こ
な
ど
が
楽
し

か
っ
た
で
す
。
足
が
お
そ
い
の

で
つ
か
ま
っ
て
ば
か
り
だ
っ
た

け
ど
、
み
ん
な
で
楽
し
め
て
よ

か
っ
た
で
す
。

　

私
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
学

ん
だ
こ
と
は
、
言
葉
が
話
せ
な

く
て
も
心
が
通
じ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど

で
な
ぜ
だ
か
だ
い
た
い
分
か
る

の
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
来
て
、

こ
れ
か
ら
の
夢
も
み
つ
け
ら
れ

て
よ
か
っ
た
で
す
。こ
ん
ど
は
、

留
学
し
に
行
き
た
い
で
す
。

研
修
を
終
え
て

　
　
　

聖
籠
中
学
校
１
年

坂
井　

雅

学校での集合写真（前列右端が美本さん）

近くの海にはサーファーがいっぱい！
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私
は
、
行
く
時
、
と
て
も
緊

張
し
て
い
ま
し
た
。
理
由
は
、

飛
行
機
に
乗
る
こ
と
、
そ
し
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
と
仲
良

く
な
れ
る
か
心
配
だ
っ
た
か
ら

で
す
。
そ
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
に
着
い
て
一
日
目
、
シ
ド

ニ
ー
観
光
を
し
ま
し
た
。
い
ろ

ん
な
海
に
行
っ
た
り
、
食
事
に

行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
私
は
、

こ
こ
で
、
と
て
も
ビ
ッ
ク
リ
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
海
の
砂
を
踏
む
と
音
が
出

る
の
で
す
。
そ
の
日
、
私
た
ち

は
学
校
に
行
き
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
家
に
行
き
ま
し
た
。
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
は
と
て

も
広
く
き
れ
い
で
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。

　

二
日
目
か
ら
毎
日
学
校
へ
行

き
ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
仲
良
く

な
れ
ま
し
た
。
土
曜
日
、
す
ご

く
大
き
な
ス
ー
パ
ー
へ
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
連
れ
て
い
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
日
本
と
は
ぜ

ん
ぜ
ん
違
っ
て
い
て
、
本
当
に

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
日
曜

日
、
他
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
人
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
ま

し
た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。

　

最
終
日
二
日
前
、
私
た
ち
は

動
物
園
に
行
き
ま
し
た
。
見
た

事
の
な
い
動
物
が
た
く
さ
ん
い

て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
日

の
夜
、
学
校
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
し
ま
し
た
。
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
、
ト
ト

ロ
を
歌
い
、
卒
業
証
書
を
も
ら

い
ま
し
た
。

　

最
終
日
一
日
前
、
ブ
ル
ー
マ

ウ
ン
テ
ン
を
見
ま
し
た
。
と
て

も
寒
か
っ
た
け
ど
、
き
れ
い
で

し
た
。
こ
の
日
は
、
ホ
テ
ル
で

泊
ま
り
ま
し
た
。

　

最
終
日
、
空
港
へ
行
き
、
そ

こ
で
、
お
み
や
げ
を
買
っ
た
り

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
飛
行
機

に
乗
っ
て
日
本
へ
帰
っ
て
き
ま

し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
語
学

研
修
に
参
加
し
て

　
　
　

新
潟
明
訓
中
学
校
１
年

小
池　

穂
乃
花

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
語
学
研

修
に
行
っ
て
、
驚
い
た
事
が
沢

山
あ
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
学

校
の
時
間
割
で
す
。
日
本
で
は

授
業
の
合
間
に
短
い
休
憩
時
間

と
昼
休
み
と
い
う
時
間
割
で
す

が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は

長
い
授
業
の
後
に
三
十
分
の

「M
orningT

ea

」
と
い
う
、
お

菓
子
や
飲
み
物
を
と
っ
た
り
遊

ん
だ
り
す
る
時
間
が
あ
り
、
昼

に
な
る
と
も
う
一
度
お
昼
を
食

べ
た
り
す
る
六
十
分
の
休
み
時

間
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
で
昼

休
み
以
外
の
休
み
時
間
は
短
い

し
、
お
菓
子
も
禁
止
さ
れ
て
い

る
の
が
当
た
り
前
な
の
で
驚
き

ま
し
た
。

　

他
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
発
音
と
ア
メ
リ
カ
の
発
音
に

少
し
違
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

皆
さ
ん
や
学
校
の
お
友
達
に
聞

い
て
発
音
を
教
え
て
も
ら
っ
て

い
た
と
き
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
と
ア
メ
リ
カ
で
は
発
音
が
違

う
と
説
明
し
て
く
れ
て
詳
し
く

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

授
業
で
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
特

有
の
言
葉
が
あ
る
と
い
う
事
を

言
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
思
っ
て

い
た
よ
り
も
多
く
あ
り
、
同
じ

英
語
で
も
国
に
よ
っ
て
違
う
事

に
驚
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
の
文
化
や
食
べ

物
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
あ

っ
た
と
い
う
事
も
驚
き
ま
し

た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
一

緒
に
お
出
か
け
し
て
く
れ
、
お

店
を
見
て
い
た
時
、
お
店
で
日

本
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
売
っ
て

い
た
り
、
ゲ
ー
ム
売
り
場
に
日

本
の
商
品
が
あ
っ
た
り
し
ま
し

た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家

で
日
本
の
ア
ニ
メ
が
放
送
さ
れ

て
い
て
、
町
に
は
寿
司
の
お
店

が
あ
り
、
現
地
の
方
に
日
本
の

ア
ニ
メ
に
つ
い
て
、「do you 

know
?

」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
の
日
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
が
お
寿
司
を
出
し
て
く
れ

て
、
日
本
の
文
化
や
食
べ
物
が

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
伝
わ
っ

て
い
る
の
だ
と
い
う
事
を
強
く

実
感
し
、そ
れ
に
驚
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
語
学
研

修
に
行
っ
て
驚
い
た
事
や
感
じ

た
事
、
学
ん
だ
事
は
他
に
も
多

く
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
で
き

な
い
よ
う
な
体
験
が
出
来
た
の

で
と
て
も
良
い
経
験
に
な
っ
た

し
、
今
回
の
語
学
研
修
で
今
ま

で
よ
り
海
外
や
外
国
語
に
興
味

を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
生
か
し
て
学
校
の

勉
強
な
ど
さ
ら
に
頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。

ホストファミリーとのひと時
（右端が坂井さん）

カンガルーと一緒の小池さん



広報聖籠 H23.11　12日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　9 月 22 日（木）新発田警察署において、いきいきクラブ・チャレンジ 100 に参加する町内老人クラブ 16 団体
の代表者の方々が出発式に参加しました。これは 9 月 23 日（金）から 12 月 31 日（土）までの間、65 歳以上の
方が 5 人１組でチームを
組み、無事故無違反にチャ
レンジするものです。出発
式には、山大夫地区の新生
会 会長の土田 正司さんが

“高齢者の交通事故防止に
努めます”と力強い誓いの
言葉を宣誓しました。

交通安全に関することは
役場　生活環境課

☎ 27ー1962（直通）

交 通
安 全

vol.114

今日も一日交通安全

町の交通事故発生状況
区分

年

９月 1 月〜９月（累計）
発生
件数 死者数 傷者 発生

件数 死者数 傷者

平成23年 6 0 7 49 1 63
平成22年 2 0 2 40 0 42
増　減 +4 0 +5 +9 +1 +21

　9 月 16 日（金）町民会館にて開催された敬老会のアトラクションとして、
聖籠町交通安全母の会もお祝いさせていただきながら、交通安全を呼びかけ
ました。
　「ある一家の日常…」というテーマで日常に潜む交通事故の恐ろしさを寸劇
を演じながら訴えかけました。“交通違反はイヤ～ンイヤ～～ン♪”とハワイ
アンズがフラダンスも披露しながら、時には真剣、時には笑い声と大盛況で
終えることができました。これからも、交通安全をよろしくお願いします。

雨にも負けず風にも負けず…
秋の全国交通安全運動を行いました！

　秋の全国交通安全運動に合わせ 9 月 22 日（木）に町内 36 か所で「町内一斉街頭指導」を行いました。
　当日は、台風第 15 号の影響により激しい雨が降る中、交通安全協会聖籠支部・交通安全母の会・交通安全指導員・
新発田警察署・町議会議員及び町関係者合わせて 141 名が、小中学校に通う児童生徒の安全を確保し、交通事故
を未然に防止するために「交通ルールと交通マナー」を守る指導や呼びかけを行いました。
　9 月 25 日（日）には、交通安全母の会がプラント‐4 で来場者に対し「交通安全呼びかけ活動」として交通安
全や交通事故防止の徹底を呼びかけました。
　また、チャイルドシート着用の徹底を呼びかけるために、町内こども園に対し啓発を行いました。今後もかわ
いいお子さんを守るためにチャイルドシート着用の徹底を各家庭、地域で呼びかけてほしいと思います。

敬老会おめでとうございま〜す！
母の会もお祝いさせていただきました！！

高齢者の交通事故防止に努めます！
いきいきクラブ・チャレンジ100出発式で宣誓

交通安全よろしくおねがいしま〜す

気をつけていってらっしゃ〜い

【町内一斉街頭指導】 【プラント－４での交通安全呼びかけ活動】

お酒を飲んで、自転車にのったら
　　 イヤ〜ンイヤ〜〜ン！



13　H23.11 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で

担
当
課
又
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
整
備
課

■
平
成
23
年
度
国
土
調
査
の
現
地
調

査
を
進
め
て
い
ま
す

　

今
年
度
の
国
土
調
査
を
実
施
す
る

蓮
潟
地
区
で
現
地
調
査
を
進
め
て
い

ま
す
。
道
路
や
河
川
・
水
路
な
ど
の

境
界
を
確
定
す
る
た
め
、
隣
接
す
る

土
地
の
所
有
者
の
方
々
に
現
場
で
の

立
会
い
を
お
願
い
し
て
、
境
界
が
確

定
し
た
と
こ
ろ
に
は
赤
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
杭
の
打
ち
込
み
作
業
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。11
月
上
旬
頃
に
は
、

個
人
が
所
有
す
る
土
地
の
境
界
に
つ

い
て
現
場
で
の
確
認
作
業
を
進
め
、

民
有
地
間
の
境
界
に
は
青
い
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
杭
を
打
ち
込
む
作
業
を
進
め

ま
す
。
こ
う
し
て
、
11
月
中
に
は
今

年
度
の
調
査
区
域
内
の
す
べ
て
の
境

界
の
確
認
を
終
了
し
て
、
図
面
作
成

の
段
階
に
進
み
ま
す
。

　

こ
の
図
面
が
完
成
す
る
の
は
年
明

け
の
春
頃
と
な
り
、
そ
の
図
面
を
、

今
回
立
会
い
を
お
願
い
し
た
土
地
所

有
者
に
確
認
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な

り
ま
す
。

■
弁
天
潟
に
白
鳥
を
迎
え
ま
す

　

弁
天
潟
で
は
、
白
鳥
が
着
水
す
る

際
の
滑
走
路
と
な
る
湖
面
の
除
草
・

整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元

の
蓮
野
研
究
会
の
皆
さ
ん
に
は
ビ
オ

ト
ー
プ
の
整
備
を
お
願
い
し
て
白
鳥

を
迎
え
る
準
備
を
整
え
ま
し
た
。
今

年
も
多
く
の
白
鳥
が
訪
れ
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
季
も
、
こ
の
白
鳥
た
ち
の
た
め

に
、餌
付
け
用
の
「
し
い
な
米
」「
パ

ン
」「
茶
が
ら
」等
を
集
め
て
い
ま
す
。

ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
頂
き
に
あ
が

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
白
鳥
の
飛
来
数
を
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
週
２
回
ほ
ど

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
12
月
か
ら
来
年
3
月
に
か

け
て
公
園
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
の

で
、
期
間
中
は
周
辺
の
駐
車
場
を
ご

利
用
で
き
ま
せ
ん
。皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

産
業
観
光
課

９
月
12
日
（
月
）

■
第
１
回
聖
籠
町
農
業
基
本
条
例
検

討
委
員
会
開
催

　

町
の
農
業
全
般
に
お
け
る
基
本
理

念
及
び
基
本
的
な
施
策
等
に
関
す
る

事
項
を
定
め
る
（
仮
称
）
聖
籠
町
農

業
基
本
条
例
の
検
討
委
員
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
回
委
員
会
で
は
、
委
員
長
に

蓮
潟
の
伊
藤
久
雄
さ
ん
、
副
委
員
長

に
山
三
賀
の
小
林
八
寿
夫
さ
ん
が
選

出
さ
れ
、
町
長
か
ら
農
業
基
本
条
例

へ
盛
り
込
む
内
容
な
ど
に
つ
い
て
諮

問
さ
れ
た
後
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

・
農
業
基
本
条
例
の
内
容
等
に
つ
い

て
・
幹
事
の
選
出
に
つ
い
て

・
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　

な
お
、
委
員
会
は
12
月
末
ま
で
に

４
回
程
度
開
催
し
、
１
月
中
に
町
長

へ
答
申
す
る
予
定
で
す
。

農
業
委
員
会

９
月
26
日
（
月
）

■
聖
籠
町
農
業
委
員
会
第
21
期
第
19

回
総
会

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
地
法
第
4
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て

以
上
の
３
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、

・
農
地
法
第
5
条
の
規
定
に
よ
る
農

地
転
用
届
出
に
つ
い
て

以
上
の
１
項
目
に
つ
い
て
事
務
専
決

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
教
育
課

10
月
５
日
（
水
）

■
第
８
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会
定
例

会
開
催

・
聖
籠
町
教
育
委
員
会
教
育
委
員
長

職
務
代
理
の
指
名
に
つ
い
て

以
上
の
１
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

■
学
校
訪
問
及
び
訪
問
会
食

９
月
６
日（
火
）
亀
代
小
学
校
訪
問

９
月
12
日（
月
）
蓮
野
こ
ど
も
園
訪
問

■
町
教
育
委
員
会
委
員
に
渡
邉
あ
や

子
さ
ん
（
網
代
浜
）

　

さ
る
９
月
22
日
第
３
回
町
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
９
月
30
日
任
期
満

了
と
な
る
教
育
委
員
会
委
員　

須
貝

渉
さ
ん
の
後
任
と
し
て
渡
邉
あ
や
子

さ
ん
が
全
会
一
致
で
同
意
を
得
、
10

月
１
日
付
け
で
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
邉
さ
ん
は
、
平
成
19
年
か
ら
２

年
間
聖
籠
町
家
庭
・
地
域
教
育
審
議

会
委
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

子
育
て
の
か
た
わ
ら
ガ
ラ
ス
工
芸
な

ど
の
制
作
を
す
る
な
ど
芸
術
文
化
活

動
に
も
造ぞ

う
け
い詣

が
深
く
、
人
格
、
識
見

共
に
優
れ
た
方
で
す
。
保
護
者
の
立

場
か
ら
の
委
員
と
し
て
、
４
年
間
の

任
期
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
た
び
退
任
さ
れ
た
須

貝
渉
さ
ん
は
、
教
育
委
員
会
委
員
と

し
て
４
年
間
務
め
ら
れ
、
う
ち
２
年

間
は
教
育
委
員
長
職
務
代
理
者
と
し

て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
須
貝
さ
ん
の

ご
尽
力
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

聖籠町教育委員
渡邉あや子さん

町長から諮問を受ける
伊藤委員長（左）



広報聖籠 H23.11　14日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　役場町民課
消費生活センター

２７－１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です。

消 費 生 活消 費 生 活

通 信

vol.30
11 月

貴金属の訪問買い取りに注意！
　今年に入ってから金などの貴金属等の訪問買い取りの相談が急増
しています。自宅にいることの多い女性からの相談が多くなってい
ます。

≪相談の内容≫
・業者の勧誘が強引で怖かったので、買い取りに応じてしまった。
・買い取ってもらったが、思い直して返してもらいたい。クーリング・
　オフはできないか。
・買い取りの際に、健康保険証の番号を控えた。個人情報の悪用が
　心配。
・きちんとしたスーツ姿で言葉使いも丁寧だったが、断ったとたん
　豹変した。

≪消費者へアドバイス≫
・買い取ってもらうつもりがなければきっぱり断りましょう。
・クーリング・オフは使えないので注意が必要です。
・買い取ってもらう場合、業者の住所、電話番号を
　確認し、古物商許可証の提示を求め、応じない業
　者とは取引しない方が安心です。

ライターの販売規制
　子どもの火遊びによる火災が後をたちません。その中でライターを使った
ものが７割を占めていました。
　そこで９月２７日以降は、ＰＳＣマークのないいわゆる使い捨てライターは
販売禁止となりました。マークの入ったものは、子どもの力では押せないよ
うに着火スイッチが重くなったり、ストッパー等の安全装置が組み込まれ、
子供の力では簡単に操作できなくなっています。

１０年以上前の忘れていた
借金の請求が届いた！

　最近、５年、１０年以上前の滞っていた支払いの請求が突然届いた
と言う相談がふえています。
【例１】１０年ほど前に借金をし、その後、失業等で払えなくなり、忘

れていたところ突然請求が届いた。遅延損害金や利子で高額に
なっていた。収入もなく払えない。

【例２】債権回収を名乗る業者から、６年前に訪問販売で買った商品の
請求が突然来た。自分では買った記憶がないが、送られてきた
契約書の字は自分の字である。払えない。

●時効の援用も考えられるので、業者と連絡をとったり、払った
りせず、すぐに消費生活センターに相談してください。

井戸端
ティータイム
今年も大雪？

　秋分が過ぎて急に寒くな

り、たくさん着込んで寒さ対

策をしました。庭のカマキリ

の卵がベランダの天井（地上

２．５ｍ）に産み付けられてい

るのを発見しました。カマキ

リはその年の積雪を予測して

卵を産み付けると聞いたこと

を思い出します。今年もまた

大雪になる

のでしょう

か。



15　H23.11 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　平成６年にＪリーグを
目指すチーム「アルビレ
オ新潟」として誕生し、
法人組織「株式会社アル
ビレオ新潟」を設立しま
した。平成９年には、は
くちょう座の二重星「ア
ルビレオ」と、王様を表

す「レックス」を合わせ、現チームおよび法人名に改称しています。平
成 14 年にはアルビレックス新潟レディースも発足し活動しております。
　平成 15 年にクラブハウスおよび練習グラウンドを聖籠町東港に竣工
しました。竣工に際して、聖籠町にもホームタウンに加わっていただき、
名実ともにクラブの活動拠点となっております。
　アルビレックス新潟は地域と一体となって日本を代表するクラブに成長することを目指すとともに、皆様に「ス
ポーツをする楽しみ、観る楽しみ、支える楽しみ」を提供してまいります。これからも、練習場および試合会場
で選手に熱い声援をお願いします。

vol.11
東港立地企業連絡協議会の会員
企業95社を順次ご紹介します。

企　業
データ

企　業
データ

お問い合わせ　東港立地企業連絡協議会事務局（役場東港振興室）（内線２４２）

東港立地企業連絡協議会とは…
　新潟東港工業地域の聖籠地区に立地又は土地を所有する企業により構成されている協議会
で、現在95社が参加し、行政機関と立地企業間の連絡調整や、企業間の情報交換を行うこと
で技術の研鑚及び親睦を図り、行政機関・企業の事業展開を支援するとともに、地域の福祉
と文化の向上に資するため活動しています。

　お客様に支えられ、創業より４５年目を迎えさせて頂きました、石
油製品と自動車の岩村物産です。
　石油製品は、ガソリンスタンドの運営と、自社ローリーにより灯油・
軽油・重油・クリーンＡ・ガソリン・潤滑油をお客様の指定先まで配
達しております。
　自動車は、車検・整備、買取り販売、リース・レンタル、板金塗装から各種保険までお客様の自動車をトータ
ルでサポートしており、平成１２年には国家指定の民間車検場として認定されたことで、お客様への更なるサー
ビスの向上となることができました。
　岩村物産は石油製品と自動車を通じてこれからも聖籠町地域の福祉と文化の向上に資するため活動していきます。

株式会社アルビレックス新潟
所在地：聖籠町東港5丁目９１４－２（クラブハウス）

（本社：新潟市中央区美咲町2丁目１－１０）
  ☎  ：０２５－２５７－５８１１
FAX：０２５－２５７－５８１２
ホームページアドレス：http://www.albirex.co.jp/

株式会社 岩村物産
所在地：聖籠町東港７丁目６１番地１２
  ☎  ：０２５－２５６－１４０１　
FAX：０２５－２５６－３１７０



広報聖籠 H23.11　16日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

 　　

《相談事業》
ところ　役場１階
消費生活相談室
◆行政相談
　８日（火）
　午前９時３０分～１１時
　 役場総務課（内線２２６）

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　２日（水）、１６日（水）
　午後１時～４時
◆弁護士相談
　２４日（木）
　午後１時～４時
　 町社会福祉協議会
　☎２７－６７６７

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○２歳児親子歯科健診
　１４日（月）午後１時１５分～
○３歳児健診
　２４日（木）午後１時１５分～
○乳児健診
　２５日（金）午後１時１５分～

◆学級
○育児学級
　８日（火）午後１時３０分～

11 月 の 行 事
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INFORMATION

聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O R M A T I O N

 新発田税務署　法人課税部門　☎２２－３１６１（代表）

中国留学生との
「水ぎょうざづくり」交流

11月19日（土）
　午前11時～午後２時頃

保健福祉センター
■参加費　大人 500 円
■定　員　20 名（先着順。定員
　　　　　に達し次第締め切り）

平成２３年分年末調整
説明会が行われます

　新発田税務署では、給与を支払っている事業所等（源泉徴収義務者）
を対象に、年末調整の基本的な仕組みや手続き、改正事項について次の
とおり説明会を行います。都合により対象地区の会場へおいでになれな
い場合は、他の会場でも参加できます。

開催日 開催時間 開催場所 対象地区

11月 9日（水）

午後２時～
午後４時　

聖籠町文化会館
（聖籠町大字諏訪山 1280）

聖籠町・
新発田市

11月10日（木） 胎内市産業文化会館
（胎内市新和町 2-5） 胎内市

11月11日（金） 阿賀野市水原保健センター
（阿賀野市岡山町 10 － 15） 阿賀野市

・・・・ 参 加 し て み ま せ ん か ・・・・

 役場総務課　国際交流担当　（内線 228）

　町では中国黒龍江省から新潟大学な
どへ留学している皆さんを招いて交流
事業を行っています。今回も毎年大好
評の「水ぎょうざづくり」を計画しま
した。中国風手づくりぎょうざをあな
たも一緒につくってみませんか！
　家族ぐるみの参加も大歓迎！参加希
望の方は役場総務課までお申し込みく
ださい。

中国風ぎょうざ
おいしいですよ！昨年の様子



17　H23.11 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

9 月の届出

（注１）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承
　　　  諾の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注２）略した文字で掲載してあります。
　　　  戸籍の氏名と異なることがあります。
　　　  ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

幸せ多い人生を
婚 姻

      新郎・新婦　　　　  　 行政区

次第浜
　近　藤　　　巧

たくみ

さん
（　関　）千

ち

　尋
ひろ

 さん ｝

 氏　名 年齢 行政区

小　林　辰
たつ

　男
お

 さん （84 歳） 二本松

小　野　松
まつ

　次
じ

 さん （87 歳） 聖中ケ丘

髙　松　ミ　ヨ さん （84 歳） 亀　塚

髙　橋　富
とみ
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こ

 さん （66 歳） 次第浜

髙　橋　サ　ト さん （99 歳） 亀　塚

深　井　ヒ　サ さん （88 歳） 山大夫

浅　見　忠
ただ

　勝
かつ

 さん （75 歳） 亀　塚

宮　澤　一
かず

　雄
お

 さん （84 歳） 網代浜

宮　下　イ　ワ さん （84 歳） 次第浜

佐　藤　建
けん

　作
さく

 さん （98 歳） 山大夫

ごめいふくをお祈りします
死 亡

杉谷内
　阿　部　　　崇

たかし

さん
（木　戸）澄

すみ

　子
こ

 さん ｝

 赤ちゃん 保護者 行政区

ここる ちゃん （飯田　正志） 別　條

莉
り く

玖 ちゃん （小野　康史） 稲の平

碧
あい

士
と

 ちゃん （中村　啓太） 網代浜

咲
さ ら

来  ちゃん （吉村　卓也） 亀　塚

楓
ふう

袈
か

  ちゃん （髙橋　従道） 網代浜

福
ふ く

来 ちゃん （大岩　宝生） 大夫興野

義
よし

生
き

  ちゃん （小川　貴司） 山諏訪山

湊
みなと

 ちゃん （飯野　　立） 網代浜

円
まどか

 ちゃん （阿部　　茂） 東　山

侑
ゆう

史
じ

 ちゃん （小林　充昭） 亀　塚

優
ひろ

翔
と

 ちゃん （諏方　貴之） 東　山

悠
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き

 ちゃん （板垣　真寛） 上大谷内

日
ひ び き

々輝 ちゃん （櫻井　雅史） 大夫興野

入　札　結　果 入札日　平成23年9月13日～28日

件　　名 場　所 契約額
（円） 業者名 納入完了日又は工事

（委託）期間最終日 入札方法

1
聖籠海洋レクリエーシ
ョン交流施設備品（家
具等）購入

聖籠町大字網代
浜地内

（聖籠海洋ﾚｸﾘｴｰ
ｼｮﾝ交流施設）

3,916,500 ㈱山下家具店 平成23年
11月9日 指名競争入札

2 自動血球計数ＣＲＰ
測定装置購入

聖籠町　国民健
康保険診療所 3,192,000 フクダ電子

新潟販売㈱
平成23年
10月20日 指名競争入札

3 二本松蓮野線道路改良
工事

聖籠町大字蓮野
地内 29,400,000 ㈱北伸建設 平成24年

3月19日
制限付一般競

争入札

4
弁天潟深浅測量及び
堆積物深度測量業務
委託

聖籠町大字蓮野
地内 2,509,500 ㈱グリーン

シグマ
平成24年
1月31日 指名競争入札

5 位守山史跡公園改修工
事

聖籠町位守町地
内 1,732,500 ㈲土田組 平成23年

11月28日 指名競争入札

6 庁舎 3 階電子コピー機
器借上

聖籠町役場
学校教育課

機器借上料
264,600

⑵使用料
・白黒モード
　基本枚数（3,000
　枚）をこえる
　3,001 枚以上

1枚当たり 1.4 円
・フルカラーモード
　1 枚目から一律

1枚当たり 12.0 円

富士ゼロックス
新潟㈱

平成28年
9月30日 指名競争入札

町営住宅東山団地
入 居 者 募 集

　町営住宅東山団地 に空室が出たため、入居者を募集します。

■所　在　地　聖籠町大字二本松 1997 番地

■募集部屋数　6 部屋（３ＤＫ）

■入居可能日　11 月 25 日以降（予定）

■家　賃　等　①家　賃 36,000 円（入居期間 3 年目以降 42,000 円）

　　　　　　　②共益費    800 円

　　　　　　　③駐車場  3,675 円（１区画）

　　　　　　　④敷　金 72,000 円（入居時家賃の 2 か月分）

■入 居 資 格　・同居している（同居しようとする）家族があるこ　

　　　　　　　　と

　　　　　　　・現に住宅に困窮していることが明らかな者である　

　　　　　　　　こと

　　　　　　　・市町村税の滞納がない者であること

　　　　　　　・確実な連帯保証人がいること等

■申 込 期 間　11 月 7 日（月）午前 8 時 30 分 ～

　　　　　　　11 月 17 日（木）午後 5 時 15 分

■そ　の　他　応募多数の場合は、公開抽選会を実施します。

　　　　　　　詳細については、お問い合わせください。

 役場ふるさと整備課　（内線 234・235）
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 さん ｝



広報聖籠 H23.11　18日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

第4回 聖籠町地域活性化対策券第4回 聖籠町地域活性化対策券
（15％の割引商品券）を（15％の割引商品券）を
昨年度に引き続き販売いたします昨年度に引き続き販売いたします

町商工会からのお知らせ

各集落区長様等を通じて予約のあったものを、次により販売します。

販 売 規 模 ２億円

販 売 対 象 町内に住所を有する中学生以上の町民及び事業所（ただし、事業所については２次販売から
購入可能）。

割 引 率 １５％（額面から１５％を割り引いた額で販売。例えば、１冊の額面５，０００円であれば
４，２５０円で券を購入し、５，０００円分の買物ができます）

券 種 等 額面５００円券のみ。また、５００円券を１０枚綴りとして１冊に製本し、冊単位で販売。

販 売 限 度 １人（社）につき１冊（額面５千円）から１０冊（額面５万円）まで。

販 売 場 所 町商工会館２階会議室（役場庁舎隣）

販 売 期 間 等 １１月２０日（日）から翌１月３１日（火）まで。券は４万冊を限度に、次の販売区分によ
り販売。期間内であっても、４万冊が完売した時点で販売を終了します。
■１次販売・・１１月２０日（日）～１２月２０日（火）（町民を対象とした予約申込分のみ。
　期限経過後、予約分は無効）。
■２次販売・・１２月１８日（日）～（予約分が２億円に達しない場合のみ２次販売を実施）。
※ １次・２次合計で、町民１人あたり最大で２０冊まで購入可能（事業所は、１社あたり
　 最大１０冊まで購入可能）。

販 売 時 間 午前９時から午後４時まで　（ただし、１１月２０日・１２月１８日を除く土・日・祝日お
よび１２月２９日から翌１月３日までは休業）

使 用 期 間 １１月２０日（日）から翌４月３０日（月）まで
※ ５月１日からは、券は一切使用できません。また、未使用分の券の返品・換金には一切
　 応じることができませんので、ご留意願います。

使 用 場 所 町内の券取扱登録加盟店で使用可能（登録加盟店にはポスターを掲示。また、登録加盟店一
覧表は別途各世帯に配布します）。

そ の 他 ■券の購入に際しては、１次・２次販売共に同一世帯の高校生以上の者が世帯を代表して購
入できます。事業所についても、事業所に所属するいずれかの者が代表して購入できます。

■額面に満たない買物をしても、釣銭は出ませんのでご注意ください。
　（たとえば、４５０円の品物を購入して５００円券を出しても釣銭は出ません）
■予約申込分が２億円を超えた場合、２億円の範囲内で冊数の多いところを調整させていた

だきますので予めご了承ください。この場合、２次販売ができないため事業所への販売は
ありません。

問い合わせ　　聖籠町商工会　☎２７−２０７８

※デザインは変わる場合があります。



19　H23.11 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　町では社会福祉法第１０７条に基づき「地
域における福祉サービスの適切な利用の推
進」「地域における社会福祉を目的とする事
業の健全な発達」「地域福祉に関する活動
への住民参加の促進」に関する事項を定め、
地域福祉の総合的推進を図るため、平成

２４年度を目途に地域福祉計画を策定する予定です。
　この計画の策定にあたって、内容や素案について検討を
行っていただく聖籠町地域福祉計画策定委員会の委員を公
募します。
　意欲ある皆さんの積極的な応募をお待ちしております。

■募 集 人 員 ２名
■任　　　期 ２年間
■応 募 資 格 次のいずれにも該当する方（ただし、地
 方公共団体の議会の議員、常勤の公務員
 を除きます。）
 ①聖籠町にお住まいの方
 ②平日開催の会議に出席できる方
 ※会議は、平成２３～２４年度で数回を予
 　定しています。
■謝　　　礼 会議出席時に謝金をお支払いします。
■応 募 方 法 公募申込書を、郵送、ＦＡＸ、Ｅメールま
 たは保健福祉センターに直接提出してくだ
 さい。申込書は保健福祉センター窓口にあ
 ります。また、町ホームページからもダウン
 ロードできます。
 なお、お手持ちの紙に次の項目を記載し、ご
 提出いただいても結構です（表題を「聖籠町
 地域福祉計画策定委員会」としてください）
 （1）住所、氏名、年齢、職業、電話番号
 （2）経歴、主な活動履歴（例：町の各種委
 　　員など）
 （3）福祉に対するご意見や応募の動機など
 ※送付された申込書は返却しませんので、
 　あらかじめご了承ください。また、応募者
 　の個人情報は、地域福祉計画策定委員
 　の募集以外の目的では使用いたしません。
■応 募 期 限 １１月３０日（水）
 ※郵送は当日消印有効、ＦＡＸ、Ｅメールは
 　当日到着分まで有効とします。
■選 考 方 法 募集人数を上回る応募があった場合は、
 申込書の審査を行い、委員を決定します。
 なお、結果は、応募者全員に文書でお知
 らせします。
■お申し込み・ 役場保健福祉課　福祉係
　問い合わせ先 〒957-0117  聖籠町大字諏訪山８２５番地
 （聖籠町保健福祉センター内）
 電　話　 ２７－６５１１
 ＦＡＸ　 ２７－６５１２
 Ｅメール　wkatusi@town.seiro.niigata. jp

聖籠町地域福祉計画策定
委員会の委員を募集します

聖籠町中小企業
人材育成事業補助金

のご 案 内
　町では、町内の中小企業者に対し、その従業員等の
人材育成を図ることを目的として受講する研修会等の
経費に対して、補助金を交付しています。
　該当する多くの中小企業者にご利用いただき、町の
商工業者の発展と振興のため次によりご案内します。
　補助金の交付は、聖籠町補助金等交付規則に定める
もののほか、聖籠町中小企業人材育成事業補助金交付
要綱によります。

●補助対象者 町内に事業所を有する中小企業基本法
第２条に規定する中小企業者（※注）
で、農業・林業・漁業を除く業種。

●対象となる　・国又は地方公共団体が中小企業者を
　研修 　対象に実施する研修。

・中小企業大学校が実施する研修
・新潟職業能力開発短期大学が実施す
　る研修。
・㈶にいがた産業創造機構が実施する
　研修。
・その他町長が必要と認める研修。

●補助金の額 ・受講者１人につき研修受講料の 1/2
　の額（千円未満の端数は切捨て）。
　ただし、１人に対する補助額は３万
　円が限度。
・１企業に対する補助は毎年度５人ま
　で。

●補 助 申 請 聖籠町補助金等交付規則第３条の規定
による申請書を、産業観光課地域振興
係へ提出。ただし、申請書は受講決定
の日から受講の７日前までに必ず提出
してください。

※中小企業基本法第２条に規定する中小企業者とは…

業　種 資本金の額また
は出資の総額

常時使用する
従業員の数

1
製造業、建設業、
運輸業、その他

（2～4以外の業種）

３億円以下の
会社

300人以下の
会社・個人

2 卸売業 １億円以下の
会社

100人以下の
会社・個人

3 サービス業 ５千万円以下
の会社

100人以下の
会社・個人

4 小売業 ５千万円以下
の会社

50人以下の
会社・個人

 役場産業観光課  地域振興係（内線１２６）



広報聖籠 H23.11　20日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

新潟県地方税徴収機構から新潟県地方税徴収機構から
公売のお知らせ公売のお知らせ

　町税滞納処分の一環として下記のとおり不動産公売をいたします。
　公売とは、町税の滞納者から差押えた不動産・動産などの財産を入札によって売却し、滞納者の未納と
なっている税額に売却代金を充てるものです。
　町の財政基盤である町税収入の確保、並びに納税の公平性確保のための公売です。
　一定の条件を満たす方はどなたでも参加できますので、希望される方は是非ご参加下さい。
※ 参加希望や何か不明な点などありましたら下記担当までご連絡ください。
※ 滞納金額が完納されたとき等、公売が予告なく中止になる場合があります。

不 動 産 公 売 入 札 情 報

入 札 開 始 日 平成24年１月11日㈬ 売却決定日時 平成24年１月23日㈪
午前９時00分

入 札 終 了 日 平成24年１月13日㈮ 代金納付期限 平成24年１月23日㈪
午後３時00分

開  札  日  時 平成24年１月16日㈪
午前10時00分 公  売  会  場 聖籠町役場　　　　

　１階　納税対策室

不 動 産 公 売 物 件 情 報
土地一括公売
●所　在　地／ウェルネスパーク聖籠地内
　　　　　　　聖籠町大字次第浜5507、5508番
　　　　　　 （2筆）
●登 記 地 目／畑
●面　　　積／381㎡（2筆合計）
●用 途 地 域／市街化区域　第一種住居地域　
●建 ぺ い 率／60%
●容　積　率／200%
●見 積 価 格／2,968,000円（約25,800円／坪）
●公売保証金／300,000円
●備　　　考／公売当日には公売保証金が必要と

なります。
　その後、買受代金納付期限までに、
落札価額から公売保証金を除いた
額を現金でお支払いください。

【ご留意いただく事項】
・公売財産の現況や権利関係等は必ず現地や関係

公簿等をご確認ください。
・公売による所有権移転の手続きは、町が買い受

けた方に代わって行います。ただし、所有権移
転のための諸費用（登録免許税等）が買受代金
とは別に必要になります。

・町は不動産の引渡しは行いません。
・今回の公売に参加するためには農業委員会から

買受適格証明の交付を受け、公売当日持参して
ください。

・関係書類は下記聖籠町納税対策室で閲覧できま
す。

担当：新潟県地方税徴収機構　特別機動整理班　　☎０２５４－２１－３７６１
（若しくは 聖籠町納税対策室　０２５４－２７－２１９１）

公売地案内図

JAPANサッカーカレッジ



21　H23.11 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

新発田川放水路の一部の
町道橋で節電消灯

実施期間　11月９日㈬〜15日㈫

『「消したはず」
きめつけないで

� もう一度』
住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

　―３つの習慣・４つの対策―

３つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。
○ストーブは、燃えやすいものから

離れた位置で使用する。
○ガスコンロなどのそばを離れると

きは、必ず火を消す。

４つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置

する。
○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐため、

防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等

を設置する。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近

所の協力体制をつくる。

新発田地域広域消防本部予防課
　☎２２―８０９６（直通）　　　　　　　　　　

秋の火災予防運動
を実施

秋の火災予防運動秋の火災予防運動
を実施を実施

制度融資のご案内制度融資のご案内
町では、中小企業者の経営安定化を図るため、町独自で次の融資を行っています。

制度名 融　　　資　　　対　　　象
融　　　資　　　条　　　件

資金使途 限　度　額 利　率 償　還　期　間

中
小
企
業
振
興
資
金

一
般
貸
付

融資対象者
①　個人の場合は町内に住所及び事業所を有し、法人の場合は主たる営業基盤をお

く事業所とする。
②　同一事業を６ケ月以上営み、常時使用する従業員が常時20名以内であること。
③　個人にあっては町税を申込者及び同一世帯の者が、法人にあっては市町村税を

代表者及び同一世帯の者が完納されているもの。

運転資金
設備資金 400万円以内

年 2.9％
（内 1.9％　
　利子補給）

運転５年以内
（内据え置き６ケ月以内）
設備７年以内

（内据え置き６ケ月以内）

開
業
貸
付

融資対象者
適切な事業計画のもとに独立して開業しようとするもので融資金の返済能力を有す
るもの。

運転資金
設備資金 200万円以内

年 2.9％
（内 1.9％　
　利子補給）

運転５年以内
（内据え置き６ケ月以内）
設備７年以内

（内据え置き６ケ月以内）
中
小
企
業
不
況

対
策
特
別
資
金

融資対象者
①　町内に在住し、町内に１年以上事業所又は店舗を有する中小企業者とする。
②　申込み時点における最近３ケ月間の月平均売上高（建設業にあっては完成工事

高）が前年又は２年前の同期の月平均売上高（建設業にあっては完成工事高）に
比して減少し、経営に支障を来しているもの。

③　町税を完納しているもの。

運転資金 1,000万円以内
年 2.8％

（内 1.8％　
　利子補給）

運転６年以内
（内据え置き１年以内）

聖
籠
町
無
担
保
無
保

証
人
融
資
貸
付

融資対象者
①　１年以上継続して同一事業を営んでいるもので、常時使用する従業員が20名

（商業又はサービス業は５名）以下の法人及び個人
②　町民税の所得割（法人である場合は法人税割）を過去１年間において完納して

いるもの。
③　中小企業信用保険法施行令で定める保険対象業務を営む者。なお、許認可を要

する業種は、その許認可のあるもの。

運転資金
設備資金 200万円以内

年 2.8％
（内 1.8％　
　利子補給）

運転５年以内
（内据え置き６ケ月以内）
設備７年以内

（内据え置き６ケ月以内）

役場産業観光課　地域振興係　（内線１２６）

新発田川放水路の一部の
町道橋で節電消灯
　国道や県道では、節電対策として河川の橋の照明
灯を省エネ消灯（間引き消灯）しています。
　町道でも、新発田川放水路に架かる橋のうち、夜
間の交通量がほとんどない「往

おうらいばし

来橋」と「田
た の し ま ば し

ノ島橋」
について、節電対策のため照明灯をすべて消灯しま
す。
■消灯期間　１１月１日（火）～　
　　　　　　電力需給が改善するまでの当分の間

役場ふるさと整備課　工務管理係（内線２３２）

新
発
田
川
放
水
路

蓮野 IC
国道 7 号

往来橋

田ノ島橋

節電消灯箇所

国道113号

大夫興野

杉谷内



広報聖籠 H23.11　22日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

申し込み・問い合わせ  役場総務課 総合政策係（内線229）Eメール soumu@town.seiro.niigata.jp

～ ふ る さ と 応 援 寄 附 の ご 紹 介 ～
ふるさと聖籠町を応援してください！

　ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）は、応援したいと思う自治体への寄付額に応じて、個人住民税・所得税
の控除が受けられる仕組みです。
　「生まれ育ったふるさと」「学生時代を過ごしたまち」「盆・正月の帰省先」「観光・仕事でよく訪れる」など、
聖籠町を「ふるさと」として応援していただける方であればどなたでも寄付をすることができ、寄付金の活用方
法も指定できます。また、広報誌や観光パンフレットなどの聖籠町の情報誌が３年間にわたり送付される特典も
あります。ふるさと納税を通じて、多くの方々に聖籠町への関心を深めていただき、私たちの聖籠町をいっしょ
に盛り上げていきましょう！

ふるさと応援寄附金は何に使うの？

Ａ．寄附をする方に選んでいただきます。
　寄附を申し込んでいただく際に、右記の５つのメニュー
の中から「これを応援したい！」という事業を選ぶことが
できます。
　また、大切な寄付をより効果的に活用していくため、あ
る程度の額が集まるまで基金として積み立てていき、事業
額が確保された時点で使わせていただくことにしていま
す。

【選ぶことができる事業メニュー】
事業メニュー 内　　容

１ ふるさと防災支援 災害に強いまちづくりへの取り
組み

２ ふるさとこども支援 子育て支援に対応する取り組み

３ ふるさと環境支援 環境・緑の保全に対応する取り
組み

４ ふるさとスポーツ・
文化振興支援

スポーツ・文化振興事業に対応
する取り組み

５ ふるさと応援 特にメニューの指定がない場合
（町長へおまかせ）

ふるさと応援寄附金の申込方法は？ 

Ａ．「聖籠町ふるさと応援寄付金申込書」をお送りください。
　　折り返し納入通知書をお送りします。
　申込書は役場総務課にあるほか、町ホームぺージから電子申請または用紙をダ
ウンロードし、E メールやファクス等でもお送りいただけます。寄付の納入方法は、
金融機関の窓口や現金書留などから選択することができます。

【お支払方法の例】
支払方法 手数料等

１ 郵便局で支払い 不要
２ 銀行で支払い 必要

３ 現金書留で郵送 郵送料、手
数料が必要

４ 町役場へ来て直
　 接支払 不要

税金の優遇制度（税額額控除）について教えて

Ａ．大まかにいうと、寄付額から２千円を引いた額の個人住民税・所得税の軽減が受けられ
　 る仕組みです。今年から、引く額（控除額）が５千円から２千円に引き下げられました。

※ 税額控除を受けるには、確定申告が必要です。また、所得や寄付の額に応じて控除額が変動します。
※ 所得税は当年分、個人住民税は翌年度分から控除されます。

＝寄附金税額控除の計算例＝
給与収入　７００万円の４人家族 ( 夫婦、子供２人 ) 所得税率：１０％　住民税所得割額：２９３，５００円
寄附額が   3 万円の場合　⇒　28,000 円の軽減　　　　　寄附額が 10万円の場合　⇒　49,000 円の軽減

寄付していただいた方の特典 
皆さまの応援
よろしくお願
いします！

「聖籠町ふるさと応援団員」として登録させていただきます。
任期を寄附金納入の日から３年とし、
　①町関係各種広報紙（毎月）や観光パンフレットを送付
　②いただいた寄附金の使いみちの事業実績等の報告　　 ｝などを行います。



23　H23.11 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

町税条例の一部が改正されました町税条例の一部が改正されました
　平成23年９月、第３回町議会定例会において、町税条例の一部が改正されました。主な改正点は次のとおりです。

１  寄附金税額控除の適用下限額を引き下げ寄附金税額控除の適用下限額を引き下げ
　個人町民税の寄附金税額控除の適用下限額が 5,000 円から 2,000 円に引き下げになりました（平成 23 年中
の寄附金から対象になり、平成 24 年分以後の個人町民税について適用となります）

２  上場株式等の配当・譲渡所得の軽減税率の特例期限を延長上場株式等の配当・譲渡所得の軽減税率の特例期限を延長
　個人町民税に係る上場株式等の配当所得及び譲渡所得に対する軽減税率の特例期限を平成 25 年 12 月 31
日（現行は平成 23 年 12 月 31 日）まで２年間延長になりました。

３  非課税口座の少額株式等の配当・譲渡所得の非課税措置を延期非課税口座の少額株式等の配当・譲渡所得の非課税措置を延期
　個人町民税に係る非課税口座内の少額上場株式等の配当所得及び譲渡所得の非課税措置の施行日が、平成
27 年 1 月 1 日（現行は平成 25 年 1 月 1 日）まで２年間延長になりました。　

４  町税に関する過料の上限を引き上げ町税に関する過料の上限を引き上げ
　町税等に関する申告書不提出犯に対して科する過料の額の引き上げ（現行 3 万円以下→改正後 10 万円以下）
および町たばこ税、鉱産税、特別土地保有税においての過料の額（10 万円以下）を新設しました。

 役場税務財政課　（内線１４５）

　もしも自分の大切な人が認知症になってしまったら、あなたなら誰に相談しますか。
　認知症になっても安心して地域で暮らしていくために、もしもの時に知っておきたい認知症のことや介護サー
ビスのことなど、私たちの住む地域のことを皆さんで考えてみませんか。

11 月 29 日（火）午後 1 時～午後４時（開場は開始３０分前）
新発田市生涯学習センター　講堂

■入場無料・事前申し込みはいりません。
第１部　『笑いと涙の認知症介護劇～ハルばぁちゃんとその家族たち～』　劇団　春

【劇を通して“認知症”に対する理解を！！】劇団『春』は、新発田市のボランティア劇団です。その
代表を務めるのは、町で小学校の元教員をされた古田セツ子さんです。劇団員の迫真に迫る演技に乞
うご期待☆

　第２部　講演『認知症の理解』　黒川病院院長・認知症疾患医療センター長　関野　敏
　第３部　パネルディスカッション『認知症になっても安心して暮らせる地域に向けて』

問い合わせ・申し込み　町地域包括支援センター（保健福祉センター内）☎２７－６５２１

バスが
出ます

会場は駐車場に限りがあるため、町保健福祉センターからマイクロバスで送迎します。
■集合場所　町保健福祉センター前
■定　　員　２０人（応募者多数の場合は抽選とさせていただきます）
■出発時間　午後１２時１５分

11月 21日（月）までに下記へご連絡ください。

～ もしも家族が認知症になってしまったら ～

認知症地域フォーラム
in 新発田



広報聖籠 H23.11　24日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
の
御
遺
族
へ

（
お
知
ら
せ
）

　

沖
縄
県
糸
満
市
の
平
和
祈
念
公

園
内
に
、
沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ

た
全
て
の
方
々
の
氏
名
を
刻
ん
だ

記
念
碑
「
平
和
の
礎

い
し
じ

」
が
あ
り
ま

す
。

　

次
に
該
当
す
る
場
合
で
、
ま
だ

刻
銘
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
追
加

刻
銘
が
で
き
ま
す
。

■
昭
和
19
年
３
月
22
日
か
ら
昭
和

21
年
９
月
７
日
ま
で
の
間
、
沖

縄
県
区
域
及
び
南
西
諸
島
周
辺

に
お
い
て
、
沖
縄
戦
が
原
因
で

亡
く
な
ら
れ
た
方

役
場
町
民
課
ま
た
は
新
潟
県
福

祉
保
健
課
援
護
恩
給
室

☎
０
２
５

－

２
８
０

－

５
１
８
０

受
動
喫
煙
防
止
対
策

助
成
金
制
度
が

は
じ
ま
り
ま
す

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
職
場
に
お

け
る
受
動
喫
煙
防
止
に
係
る
財
政

的
支
援
と
し
て
、「
受
動
喫
煙
防

止
対
策
助
成
金
制
度
」を
創
設
し
、

平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
は
、
顧
客
が
喫
煙
で
き
る

こ
と
を
サ
ー
ビ
ス
に
含
め
て
提
供

し
て
い
る
旅
館
、
料
理
店
又
は
飲

食
店
を
営
む
中
小
企
業
が
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
喫
煙
室
の
設
置

等
の
空
間
分
煙
に
取
り
組
む
場
合

に
、
費
用
の
４
分
の
１
（
上
限
額

２
０
０
万
円
）
を
助
成
す
る
も
の

で
す
。

新
潟
労
働
局
労
働
基
準
部
健
康

安
全
課

☎
０
２
５

－

２
３
４

－

５
９
２
３

物
品
の
調
達
等
の
入
札

・
見
積
の
参
加
申
請
の

お
知
ら
せ

　

平
成
24
・
25
・
26
年
度
に
新
発

田
地
域
広
域
事
務
組
合
、
新
発
田

地
域
老
人
福
祉
保
健
事
務
組
合
、

下
越
障
害
福
祉
事
務
組
合
が
発
注

す
る
物
品
の
調
達
等
の
入
札
・
見

積
参
加
を
希
望
す
る
方
（
法
人
を

含
む
）
の
参
加
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

　

詳
細
は
、
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://www.shibata-kouiki.

jp/s-kouiki/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
提
出
書
類
の
様
式
：
三
組
合
の

定
め
る
様
式
。（
上
記
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

能
で
す
。
組
合
事
務
局
総
務
課

で
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）

■
受
付
期
間
：
11
月
１
日
（
火
）

～
11
月
30
日
（
水
）（
土
・
日
、

祝
日
を
除
く
。
郵
送
の
場
合
は

11
月
30
日
消
印
有
効
）

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
：
新
発

田
地
域
広
域
事
務
組
合　

事
務

局　

総
務
課

☎
２
６

－

１
５
０
１

（
新
発
田
市
中
央
町
５

－

４

－

７
）

「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」

胎
内
展
を
開
催

パ
ネ
ル
展

12
月
2
日
（
金
）
～
12
月
8
日

（
木
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
初
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
最

終
日
は
午
後
１
時
ま
で
）

胎
内
市
産
業
文
化
会
館
（
胎
内

市
親
和
町
２

－

５
）

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
・
展
示
物
解
説　

12
月
2
日
（
金
）
午
後
１
時
～

午
後
２
時
10
分

胎
内
市
産
業
文
化
会
館　

企
画

展
示
室
、
会
議
室
、
ホ
ワ
イ
エ

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

12
月
2
日
（
金
）
午
後
２
時
15

分
～
２
時
45
分

胎
内
市
産
業
文
化
会
館　

多
目

的
ホ
ー
ル

記
念
講
演
会
「
人
々
の
生
活
を
支

え
る
被
差
別
者
の
文
化
」

12
月
2
日
（
金
）
午
後
３
時
～

午
後
４
時
50
分

胎
内
市
産
業
文
化
会
館　

多
目

的
ホ
ー
ル

■
講
師　

作
家
・
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー

川
元
祥
一　

氏

胎
内
市
総
務
課
人
権
啓
発
係　

☎
０
２
５
４

－

４
３

－

６
１
１
１

「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

電
話
相
談
を
実
施

　

11
月
14
日
（
月
）
か
ら
11
月
20

日
（
日
）
ま
で
を
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し

て
、
法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁

護
委
員
が
女
性
の
人
権
に
関
す
る

電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。土
・

日
も
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容　

差
別
・
Ｄ
Ｖ
・
セ

ク
ハ
ラ
・
夫
婦
間
の
問
題
な
ど

広
く
女
性
の
人
権
に
関
す
る
こ

と
■
相
談
専
用
電
話　

０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０（
全
国
共
通
）

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接

続
で
き
ま
せ
ん
。

11
月
14
日
（
月
）
～
11
月
18
日

（
金
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時
、
11
月
19
日
（
土
）・
11

月
20
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午

後
５
時

役
場
町
民
課　

町
民
サ
ー
ビ
ス

係
（
内
線
１
１
１
）
ま
た
は
新

潟
地
方
法
務
局
新
発
田
支
局

☎
２
４

－

７
１
０
２

新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー　
思
春
期
精
神
保

健
相
談
の
ご
案
内

　

思
春
期
に
お
け
る
心
理
的
な
問

題
や
行
動
上
の
問
題
に
つ
い
て
、

精
神
科
医
師
が
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
（
要
予
約
）。

11
月
10
日
（
木
）
午
後
１
時
～

４
時
30
分

新
発
田
地
域
振
興
局
健
康
福
祉

環
境
部
２
階　

予
診
室

（
新
発
田
市
豊
町
３

－

３

－

２
）

■
お
願
い　

相
談
に
は
予
約
が
必

要
で
す
。
新
潟
県
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
相
談
専
用
回
線

☎
０
２
５

－

２
８
０

－

０
１
１
３

に
電
話
の
う
え
、
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

高
次
脳
機
能
障
害
者

「
配
偶
者
の
つ
ど
い
」

の
ご
案
内

　

脳
外
傷
友
の
会
「
ス
ワ
ン
」
と

の
共
催
で
、
高
次
脳
機
能
障
害
者

の
配
偶
者
の
方
を
対
象
に
し
た

「
配
偶
者
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

11
月
16
日
（
水
）
午
後
２
時
～

４
時　

※
途
中
入
退
室
が
可
能

新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
新
潟
市
中
央
区
上
所
２

－

２

－

３
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
ハ

ー
ト
館
）

日
ご
ろ
の
悩
み
や
苦
労
を
語
り

合
う

高
次
脳
機
能
障
害
者
の
配
偶
者

の
方

開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、



25　H23.11 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

以
下
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
の
つ
ど
い
か
ら
初
め
て

参
加
す
る
方
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
担
当
者
と
面
接
を
行
い
ま

す
の
で
、
開
催
日
の
２
週
間
前

ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

・

新
潟
県
高
次
脳
機
能
障
害

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
県

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
５

－

３
６
５

－

０
１
７
７

茶
の
し
ず
く
石
鹸
ア
レ

ル
ギ
ー
被
害
１
１
０
番

　

株
式
会
社
悠
香
が
販
売
し
た

「
茶
の
し
ず
く
石
鹸
」
が
原
因
と

思
わ
れ
る
健
康
被
害
（
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
―
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症

状
）
に
関
す
る
無
料
電
話
相
談
を

行
い
ま
す
。
電
話
相
談
で
は
、
複

数
の
弁
護
士
が
対
応
し
、
株
式
会

社
悠
香
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
、
被
害
実
態
の
把
握

な
ど
を
行
い
ま
す
。

10
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
４
時

■
相
談
専
用
電
話
番
号　

　

０
５
７
０

－

０
４
５
５
３
３

（
当
日
限
り
）

※
予
約
不
要
で
、
相
談
料
は
無
料

で
す
が
、
通
話
料
は
か
か
り
ま

す
。

新
潟
県
弁
護
士
会

☎
０
２
５

－

２
２
２

－

５
５
３
３

無
料
法
律
相
談
会
を開

催

　

新
潟
大
学
法
律
相
談
部
で
は
、

部
員
が
学
ん
だ
知
識
を
県
民
に
役

立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
事
前
に
ご
予
約
の
う
え
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

12
月
４
日
（
日
）
午
前
10
時
～

午
後
５
時
（
要
予
約
）

新
潟
大
学
五
十
嵐
キ
ャ
ン
パ
ス

法
文
棟

係
争
中
（
裁
判
中
・
調
停
中
）

の
事
件
を
除
く
離
婚
、
相
続
、

賃
貸
借
、
土
地
関
係
な
ど
の
民

事
事
件

【
事
前
予
約
】

11
月
18
日
（
金
）
午
後
１
時
～

午
後
７
時
、
11
月
19
日
（
土
）・

20
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後

７
時
ま
で

☎
予
約
専
用
電
話

０
２
５
（
２
６
１
）
８
２
９
０

ま
た
は

０
２
５
（
２
６
３
）
３
０
６
０

新
潟
大
学
法
律
相
談
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.e-akiba.jp/

~ho-so/
　

聖
籠
町
、
新
発
田
市
の
5
商
工

団
体
（
聖
籠
町
商
工
会
、
新
発
田

商
工
会
議
所
、
豊
浦
商
工
会
、
紫

雲
寺
商
工
会
、
加
治
川
商
工
会
）

で
泉
田
新
潟
県
知
事
を
お
招
き

し
、
阿
賀
北
地
域
の
経
済
振
興
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。11

月
22
日
（
火
）
午
後
4
時
～

紫
雲
寺
地
区
公
民
館
大
ホ
ー
ル

聖
籠
町
商
工
会

（
☎
２
７

－

２
０
７
８
）

新
発
田
商
工
会
議
所

（
☎
２
２

－

２
７
５
７
）

豊
浦
商
工
会

（
☎
２
２

－

３
９
２
５
）

紫
雲
寺
商
工
会

（
☎
４
１

－

２
３
１
９
）

加
治
川
商
工
会

（
☎
３
３

－

３
９
３
１
）

聖
籠
町
商
工
会

（
☎
２
７

－

２
０
７
８
）

平成23年度平成23年度

自衛官等募集自衛官等募集
のお知らせのお知らせ

防衛省では、下記により陸上自衛隊高等工科学校生徒を募集しています。

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日

高等工科学校生徒
（推薦）

中卒（見込含）17歳未
満の者（推薦について
は中学校長等の推薦等
が別途必要です）

平成23年11月1日～
平成23年12月16日

平成24年1月7日
から1月9日まで
の間の指定する1
日

高等工科学校生徒
（一般）

中卒（見込含）17歳未
満の者

平成23年11月1日～
平成24年1月6日 平成24年1月14日

自衛隊新発田地域事務所　☎２６－５６１９

泉
田
新
潟
県
知
事

泉
田
新
潟
県
知
事

「「
阿
賀
北
経
済
の
振
興
に
つ
い
て

阿
賀
北
経
済
の
振
興
に
つ
い
て
」」語
る
語
る

　「地域に灯りをともそう！」を
合言葉に、地域の美観を向上さ
せるとともに、町内外からの集
客を図り町の活性化を図ることを目的に、クリスマスイル
ミネーション事業を今年も行います。
　６回目の開催となる今年のイルミネーション事業も、町
商工会青年部とＪＡ北越後青壮年部聖籠支部で実行委員会
をつくり、町長を名誉会長に迎え運営することになりまし
た。

１１月２７日（日）～翌年１月３日（火）
　午後５時～１１時

町民会館前広場に巨大クリスマスツリーを設置し、　周
辺施設にもイルミネーションを施します。

聖籠町商工会青年部　☎２７－２０７８

クリスマス
イルミネーション
を点灯



広報聖籠 H23.11　26日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

お問い合わせ　　町民課 保険係　　℡２７－２１１１（内線１１７）

後期高齢者医療制度のお知らせ

上手なお医者さんのかかり方（その２）

　お医者さんにかかるとき、ちょっとした誤解や思い込みで治療が長引くことがあります。上手に
お医者さんにかかれば、体調はきちんと回復し、必要以上の医療費がかかることもありません。
　医療機関の受診や、薬局での薬の調剤の際には、以下のことに留意しましょう。

同じ病気で重複して受診するのは控えましょう
　同じ病気で、かかりつけのお医者さんからの紹介もなく、医療機関をつぎつぎと変更して受診
すると、その都度、初診料がかかり無駄な医療費が発生します。
　また、何度も同じ検査や処置、投薬などを行うことになりますので、ご自身の体にも負担がか
かることになります。
　常日ごろから、ご自分やご家族の健康管理につとめ、何かしらの異変を感じたら、早期に「か
かりつけのお医者さん」へ相談・受診することを心がけましょう。

ひんぱんに受診するのは控えましょう
　すでにお医者さんの診断を受けて、薬も処方されているのに、その薬を飲み終わる前に心配で
また受診するなど、特に体調が悪化したわけでなければ、お医者さんから指定された日に受診し
ましょう。
　ただし、体調が急変したときはすぐに受診しましょう。

夜間や休日の受診は急病や体調が悪化
した場合のみにしましょう
　「昼間、普段の病院は混雑しているから」という理由で夜

間や休日に受診するのはやめましょう。

　本来の診療費のほかに別料金も追加されますし、急病の方

の治療に支障をきたす恐れがあります。

　体調が急変したなどのやむを得ない場合を除いては、診療

時間内に受診しましょう。
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環境に
関することは
生活環境課

☎ 27ー 2111
（内線283）

vol.28

廃
棄
物
の
野
焼
き
は

原
則
禁
止
で
す
!!

　

廃
棄
物
の
野
焼
き
（
廃
棄
物

の
処
理
基
準
に
従
わ
な
い
野
外

で
の
焼
却
）
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
の
排
出
な
ど
環
境
汚
染
を

も
た
ら
す
ば
か
り
か
、
煙
に
よ

る
健
康
被
害
も
心
配
さ
れ
ま

す
。

　

廃
棄
物
処
理
法
で
は
、
ど
ん

と
焼
き
等
の
風
俗
習
慣
上
又
は

宗
教
上
行
わ
れ
る
も
の
や
、
た

き
火
等
の
日
常
生
活
を
営
む
上

で
通
常
行
わ
れ
る
軽
微
な
焼
却

行
為
な
ど
を
除
き
、
野
焼
き
を

原
則
禁
止
し
て
い
ま
す
。
違
反

す
る
と
直
ち
に
罰
則
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
を
処
理
す
る
場
合

は
、
廃
棄
物
処
理
業
者
に
委
託

す
る
な
ど
、
廃
棄
物
処
理
法
で

定
め
る
方
法
で
適
正
に
処
理
し

て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
点
】

・
ド
ラ
ム
缶
、
煙
突
付
き
の
簡

易
な
焼
却
炉
で
の
焼
却
も
野

焼
き
に
あ
た
り
ま
す
。

・
廃
棄
物
の
投
入
口
が
外
気
と

直
接
つ
な
が
る
も
の
、
煙
突

か
ら
火
炎
、
黒
煙
、
焼
却
灰

等
の
出
る
焼
却
炉
で
の
焼
却

は
全
て
野
焼
き
に
あ
た
り
ま

す
。

【
罰　
則
】

・
３
年
以
下
の
懲
役
又
は
３
０

０
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
こ

の
併
科

役
場
生
活
環
境
課　

環
境
推

進
係
（
内
線
２
８
３
）

　人権啓発活動のシンボル的な存在として、現在、新潟市内を運

行中の「人権啓発号にじまる（全面広告バス）」で県内各地の小学

校を訪問し、児童に対する人権意識の普及、高揚を図ることを目

的とし、人権啓発キャラバン隊が１０月３日（月）、亀代小学校に

もやってきました。

人権啓発人権啓発キャラバンキャラバン
「にじまるが行く！人権ハート回収大作戦」「にじまるが行く！人権ハート回収大作戦」

Ｉｎ　亀代小学校Ｉｎ　亀代小学校
人権啓発号　にじまる

人KENまもるくんと人KENあゆみちゃん

人権マスコット

人権ハート回収式

キャラバン隊から小学校へ人権の
樹（コブシ）が贈呈されました。
コブシには友情・友愛の意味があ
ります。

児童から心のメッセージを書いて
もらった、人権ハートのかけらが
回収されました。

児童による人権をテーマにした劇
やクイズ、手話で歌の発表などが
行われました
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アルビレックス
新潟情報 !!

アルビレックスアルビレックス
新潟情報 !!新潟情報 !!

圧
勝
！

　

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
10
月

1
日
（
土
）、
Ｊ
１
リ
ー
グ
第
28

節
を
ホ
ー
ム
・
東
北
電
力
ビ
ッ
グ

ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
横
浜
F
・

マ
リ
ノ
ス
と
戦
い
ま
し
た
。
第
27

節
を
終
え
て
の
新
潟
の
順
位
は
15

位
。
降
格
圏
内
の
16
位
、
ヴ
ァ
ン

フ
ォ
ー
レ
甲
府
と
は
勝
ち
点
差
2

と
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
上
位
争
い
を
し
て

い
る
横
浜
F
・
マ
リ
ノ
ス
を
ホ
ー

ム
に
迎
え
て
の
一
戦
。
残
り
試
合

が
少
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら

も
、
ど
の
試
合
も
内
容
よ
り
結
果

が
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。
ま
し
て

や
ホ
ー
ム
で
の
戦
い
と
な
れ
ば
引

き
分
け
で
は
な
く
、
な
ん
と
し
て

も
勝
ち
点
3
を
つ
か
み
取
り
た
い

と
こ
ろ
。

　

そ
の
強
い
思
い
を
胸
に
迎
え
た

こ
の
一
戦
。
前
半
に
先
制
点
を
決

め
、
気
持
ち
の
入
っ
た
プ
レ
ー
を

見
せ
て
く
れ
る
新
潟
。
後
半
は
ま

さ
に
怒
涛
の
攻
撃
で
次
々
と
ゴ
ー

ル
を
揺
ら
し
、
4

－

2
で
試
合
は

終
了
。
惜
し
い
失
点
も
有
り
ま
し

た
が
、
大
き
な
勝
ち
点
3
を
つ
か

み
取
り
ま
し
た
。

　

残
留
に
向
け
て
確
か
な
手
ご
た

え
を
感
じ
さ
せ
た
こ
の
日
の
一

戦
。
チ
ョ
ヨ
ン
チ
ョ
ル
、
酒
井
高

徳
、
ミ
シ
ュ
ウ
、
ブ
ル
ー
ノ
・
ロ

ペ
ス
の
４
選
手
が
決
め
る
と
い
う

多
彩
な
攻
撃
を
見
せ
、
中
で
も
酒

井
選
手
は
こ
れ
が
嬉
し
い
J
リ
ー

グ
初
得
点
と
な
り
ま
し
た
。
チ
ー

ム
と
し
て
の
力
が
急
速
に
高
ま
っ

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
ナ
ビ
ス

コ
カ
ッ
プ
は
残
念
な
が
ら
ベ
ス
ト

8
で
の
敗
退
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
こ
で
も
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な

い
、
粘
り
強
い
戦
い
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
チ
ー
ム

一
丸
と
な
り
、
一
戦
一
戦
を
全
力

で
戦
っ
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ

ん
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！

な
で
し
こ
リ
ー
グ
が
再
開

　

9
月
23
日
（
金
・
祝
）、
新
潟

市
陸
上
競
技
場
で
な
で
し
こ
リ
ー

グ
第
10
節
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
レ
デ
ィ
ー
ス
対
岡
山
湯
郷
Ｂ
ｅ

ｌ
ｌ
ｅ
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な

で
し
こ
リ
ー
グ
は
ロ
ン
ド
ン
五
輪

ア
ジ
ア
最
終
予
選
の
た
め
、
一
時

中
断
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
日
か
ら
熱
戦
が
再
開
。
リ
ー
グ

後
半
戦
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
優
勝
か
ら
続
く

な
で
し
こ
フ
ィ
ー
バ
ー
。
こ
の
日

も
新
潟
市
陸
上
競
技
場
に
は
２
，

５
９
２
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
駆
け

つ
け
、
女
子
選
手
の
質
の
高
い
プ

レ
ー
に
拍
手
と
声
援
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。
岡
山
湯
郷
Ｂ
ｅ
ｌ
ｌ
ｅ

に
は
上
尾
野
辺
選
手
、
阪
口
選
手

と
共
に
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
（
日

本
女
子
代
表
）
と
し
て
プ
レ
ー
し

た
Ｍ
Ｆ
宮
間
あ
や
選
手
、
Ｇ
Ｋ
福

元
美
穂
選
手
が
所
属
し
て
お
り
、

な
で
し
こ
同
士
の
戦
い
に
も
注
目

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
阪
口
選
手
の
ヘ
デ
ィ
ン

グ
で
先
制
す
る
も
、
宮
間
選
手
に

Ｐ
Ｋ
を
決
め
ら
れ
て
同
点
に
さ
れ

る
と
い
う
互
角
の
戦
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
上
尾
野

辺
選
手
が
意
表
を
突
く
ロ
ン
グ
シ

ュ
ー
ト
で
再
び
勝
ち
越
し
。
な
で

し
こ
ジ
ャ
パ
ン
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ

ぞ
れ
得
点
し
、
前
半
は
新
潟
ら
し

い
人
も
ボ
ー
ル
も
動
く
サ
ッ
カ
ー

を
見
せ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
後
半
に
入
る
と
試
合

は
一
変
し
て
岡
山
ペ
ー
ス
に
。
後

半
早
々
、
自
陣
深
く
で
の
パ
ス
交

換
ミ
ス
を
奪
わ
れ
て
そ
の
ま
ま
失

点
し
、同
点
に
追
い
つ
か
れ
ま
す
。

そ
の
後
も
自
然
と
押
し
込
ま
れ
る

シ
ー
ン
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、

81
分
に
は
松
岡
美
希
選
手
に
ヘ
デ

ィ
ン
グ
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
ら
れ
２

－

３
と
逆
転
を
許
し
ま
す
。

　

そ
の
後
も
全
員
で
岡
山
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
ま
す
が
、
最
後
ま
で
ネ

ッ
ト
を
揺
ら
す
に
は
至
ら
ず
、
試

合
は
２

－

３
で
終
了
。
悔
し
い
逆

転
負
け
と
な
り
ま
し
た
。試
合
後
、

阪
口
選
手
は
「
決
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
今
日
の
一
番
大
き
な
敗
因
」
と

悔
し
そ
う
な
表
情
で
コ
メ
ン
ト
を

残
し
て
い
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
勝
利
を
上
げ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
10

月
1
日
（
土
）
に
テ
ク
ノ
ポ
ー
ト

福
井
ス
タ
ジ
ア
ム
（
福
井
県
）
で

行
わ
れ
た
な
で
し
こ
リ
ー
グ
第
11

節
・
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
神
戸
戦
で
は
神
戸

の
連
勝
記
録
を
止
め
る
な
ど
、
チ

ー
ム
と
し
て
成
長
し
た
姿
を
見
せ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
チ
ー

ム
同
様
、
少
し
で
も
上
位
を
目
指

し
て
戦
う
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

レ
デ
ィ
ー
ス
に
も
熱
い
ご
声
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
11
月
の
試
合
日
程

〈
Ｊ
リ
ー
グ
〉

第
31
節 

11
月
3
日
（
木
・
祝
）

VS
柏
レ
イ
ソ
ル 

14
時

日
立
柏
サ
ッ
カ
ー
場

第
32
節 

11
月
19
日
（
土
）

VS
ガ
ン
バ
大
阪 

14
時

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム

第
33
節 

11
月
27
日
（
日
）

VS
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

13
時　

山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム

〈
天
皇
杯
〉

第
3
回
戦　

11
月
16
日
（
日
）

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
（
長
野
県
）

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム

（
原
稿
・
写
真
提
供

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
）
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今
年
の
北
信
越
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
１
部
で
優
勝
し
た
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
が
、
11

月
18
日
開
幕
の
地
域
リ
ー
グ
決
勝

大
会
に
挑
み
ま
す
。
地
域
リ
ー
グ

決
勝
大
会
と
は
、
日
本
全
国
に
９

つ
あ
る
地
域
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜
い

た
上
位
ク
ラ
ブ
が
集
い
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ

（
日
本
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
）

昇
格
を
か
け
て
戦
い
ま
す
。
Ｊ
Ｆ

Ｌ
に
は
、
既
に
北
信
越
リ
ー
グ
を

勝
ち
抜
い
て
Ｊ
Ｆ
Ｌ
昇
格
を
果
た

し
た
、
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
や
Ａ
Ｃ
長

野
パ
ル
セ
イ
ロ
な
ど
が
所
属
し
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ｆ
Ｌ
に
昇
格
す
る
こ

と
に
よ
り
、
北
信
越
地
域
以
外
の

都
道
府
県
の
チ
ー
ム
と
戦
う
こ
と

が
で
き
、
日
本
各
地
か
ら
多
く
の

方
が
訪
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま

す
。
聖
籠
町
の
皆
さ
ん
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
応
援
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
で
７
回
目
と
な
り
ま
す
親

子
ふ
れ
あ
い
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
タ

が
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ

ジ
で
行
わ
れ
ま
す
。
午
前
10
時
～

16
時
で
、
受
付
は
、
９
時
30
分
よ

り
開
始
と
な
り
ま
す
。
内
容
は
、

親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室
、
女
子
サ
ッ

カ
ー
教
室
、
宝
探
し
、
ス
ト
ラ
ッ

プ
作
り
な
ど
で
す
！　

模
擬
店
も

あ
り
ま
す
。
対
象
年
齢
は
、
幼
稚

園
・
保
育
園
～
小
学
校
６
年
生
ま

で
で
す
。
参
加
費
は
無
料
と
な
り

ま
す
！ 

雨
天
時
は
、
体
育
館
で

行
い
ま
す
。
私
た
ち
と
楽
し
い
思

い
出
を
作
り
ま
し
ょ
う
！
お
申

し
込
み
方
法
は
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
参
加
者
の
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
と
、

親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室
・
女
子
サ

ッ
カ
ー
教
室
・
宝
探
し
・
ス
ト

ラ
ッ
プ
作
り
の
う
ち
、
参
加

を
希
望
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
ご

記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
、

は
が
き
、
封
書
に
て
下
記
の

【
お
申
し
込
み
先
・
お
問
合
せ

先
】
の
「
親
子
ふ
れ
あ
い
サ

ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１
」

係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
〆
切
は
、
11
月
３
日

（
木
）
で
す
。

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

お
知
ら
せ

〒957-0103
新潟県北蒲原郡聖籠町網代浜925−1
TEL：0254−32−5357
FAX：0254−32−5358
学校HP：http://www.cupsnet.com/index.html
HFL（北信越フットボールリーグ）
情報サイト：http://www.cupsnet.com/hk/top.html

JAPANサッカーカレッジ
HFLモバイルサイトは

こちらから!!

【お申し込み・お問い合わせ先】

北信越フットボールリーグ

■日　　時　１２月３日（土）　試合開始１５時３０分
■会　　場　東北電力ビッグスワンスタジアム (チケットはSスタンド２層目自由席で

す。※状況により他の座席をご案内する場合があります)
■応募条件　聖籠町在住者
■募集人数　２００名
■応募方法　往復ハガキの往信裏面に①12月3日甲府②住所③氏名・年齢④電話番号⑤

チケットの希望枚数（３枚まで） ⑥後援会資料請求（する・しない）を記載し、返
信用表面に返信先（ご自分）の住所・氏名をご記入の上、あて先に送付して下さい。
※往復ハガキは各自ご用意ください。応募は、１世帯につき１通限り有効です。応募
多数の場合は抽選となります。

■応募期限　１１月１８日（金）必着
■受け渡し　ご招待の可否を返信用ハガキにてお知らせします（１１月２５日（金）頃の

予定）。また、お電話での可否についてのお問合せはお答えいたしかねます。ご観戦
いただく方は、返信ハガキをご持参の上、東北電力ビッグスワンスタジアムの E ゲー
ト前広場に設置の「アルビレックス新潟後援会テント」にてチケットとお引換え後に
ご入場、ご観戦となります。

■あ　て　先
〒９５０－０９５４　新潟市中央区美咲町２－１－１０
アルビレックス新潟後援会「試合観戦ご招待」係

■問い合せ　アルビレックス新潟後援会　高谷　☎025-282-0011

クラブの最新情報は『アルビレックス新潟携帯サイト』をご覧ください。

アルビレックス新潟　試合観戦ご招待のお知らせ
Jリーグディビジョン１　第34節

アルビレックス新潟　対　名古屋グランパス

コチラから↓

12/3
名古屋

12/3 名古屋



広報聖籠 H23.11　30日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

み ん な の ひ ろ ば

平
成
23
年
度
新
発
田
市
・
聖
籠
町

　

平
成
23
年
度
新
発
田
市
・
聖
籠

町
児
童
生
徒
発
明
工
夫
・　

模
型
・

標
本
展
覧
会
に
入
選
し
た
児
童
に

表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、
山
倉
小
４
年　

高

口
虎こ

た
ろ
う

太
郎
さ
ん
が
発
明
工
夫
の
部

で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
高

口
さ
ん
は
２
年
連
続
の
受
賞
で

す
。

　
「
コ
イ
ン
選
別
機
の
話
を
ラ
ジ

オ
で
聞
き
、
お
も
し
ろ
そ
う
だ
と

思
っ
て
作
り
ま
し
た
。
工
夫
し
た

と
こ
ろ
は
、
コ
イ
ン
の
投
入
口
に

磁
石
を
並
べ
て
貼
り
付
け
、
コ
イ

ン
が
落
ち
る
ス
ピ
ー
ド
を
遅
く
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
難
し
か
っ
た
の

は
、
コ
イ
ン
が
落
ち
る
穴
を
あ
け

る
と
こ
ろ
で
、
１
ミ
リ
単
位
で
調

整
し
ま
し
た
」

　

10
月
４
日
（
火
）、
新
発
田
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
本
年
度
の

児
童
科
学
研
究
発
表
会
が
開
催
さ

れ
、
町
内
の
小
学
校
の
代
表
児
童

が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
発
表
会
は
、
新
発
田
市
教
育

委
員
会
、
聖
籠
町
教
育
委
員
会
の

主
催
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

代
表
児
童
た
ち
は
、
普
段
の
生
活

か
ら
気
が
つ
い
た
疑
問
等
に
つ
い

て
、
夏
休
み
の
自
由
研
究
と
し
て

ま
と
め
た
研
究
成
果
を
、
堂
々
と

発
表
し
て
い
ま
し
た
。

《
高
学
年
の
部
》

石
田　

菜な
つ
き月

さ
ん

宮
村　

恋れ
ん
ね音

さ
ん

（
山
倉
小
学
校
５
年
）

「
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
研
究
」

《
中
学
年
の
部
》

齋
藤　

綺あ
や

さ
ん

（
蓮
野
小
学
校
４
年
）

「
氷
の
と
け
る
時
間 

パ
ー
ト
２
」

渡
邉　

陽は
る
き光

さ
ん

（
山
倉
小
学
校
３
年
）

「
た
ま
ご
の
ウ
キ
ウ
キ
実
験
」

安
藤　

礼あ
や

さ
ん

（
亀
代
小
学
校
３
年
）

「
あ
り
の
す
き
な
食
べ
物
」

児
童
科
学
研
究
発
表
会

児
童
科
学
研
究
発
表
会

安藤　礼 さん

齋藤　綺 さん

宮村恋音さん、石田菜月さん

渡邉　陽光 さん

「コイン選別機」▶

高口虎太郎さん
（山倉小４年）
　　 ▼

児
童
生
徒
発
明
工
夫
模
型

児
童
生
徒
発
明
工
夫
模
型

標
本
展
覧
会
に
入
選

標
本
展
覧
会
に
入
選

平
成
23
年
度
新
発
田
市
・
聖
籠
町



31　H23.11 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

み ん な の ひ ろ ば

　

10
月
7
日
（
金
）、
蓮
潟
こ
ど

も
園
の
５
歳
児
が
二
本
松
の
髙
橋

巨
峰
園
で
ぶ
ど
う
の
摘
み
取
り
体

験
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
町
の
酒
販
店
等
が
参
加

す
る
「
聖
籠
ワ
イ
ン
の
会
」
が
主

催
し
、
町
内
の
こ
ど
も
園
を
交
代

で
招
待
し
て
い
る
事
業
で
、
毎
年

聖
籠
ワ
イ
ン
の
醸
造
時
期
に
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
摘
み
取
っ
た

巨
峰
が
ワ
イ
ン
の
原
料
に
も
な
る

品
種
と
い
う
説
明
を
聞
い
た
子
ど

も
た
ち
は
、「
お
う
ち
の
人
に
聖

籠
ワ
イ
ン
を
買
っ
て
と
言
っ
て

ね
」
と
い
う
呼
び
か
け
に
「
ハ
ー

イ
！
」
と
大
き
な
声
で
返
事
を
し

て
い
ま
し
た
。
な
お
聖
籠
ワ
イ
ン

は
、11
月
中
旬
発
売
の
予
定
で
す
。

　

㈳
新
発
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
聖
籠
事
務
所
で
は
10
月

11
日
（
火
）
を
奉
仕
作
業
日
と
し

て
、
日
頃
か
ら
親
し
ん
で
い
る
各

学
校
区
の
多
目
的
屋
内
運
動
場
と

セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
が
あ
る
結
い

ハ
ー
ト
の
周
辺
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に

分
か
れ
て
清
掃
作
業
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
始
ま
っ
た
作
業
は
て

き
ぱ
き
と
進
み
、
昼
ま
で
に
は
す

っ
か
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
皆
、
多
目
的
運
動
場
と

結
い
ハ
ー
ト
を
利
用
す
る
人
が
気

持
ち
よ
く
使
え
る
よ
う
に
と
懸
命

に
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

施
設
を
利
用
さ
れ
る
町
民
の
皆

さ
ん
も
、
目
立
た
な
い
と
こ
ろ
で

清
掃
等
に
励
ん
で
い
る
人
々
が
い

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
い
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
の
入
会
説
明
会
に
お
い

で
く
だ
さ
い

　

特
別
な
技
術
や
資
格
が
な
く
て

も
遠
慮
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に

ど
う
ぞ
。

■
会
員
に
な
れ
る
方　

お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
、
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
方
。

■
説
明
会
お
よ
び
入
会
申
し
込

み　

第
２
、
第
４
水
曜
日
の
午

前
10
時
か
ら
聖
籠
事
務
所
で
開

催
。（
祝
祭
日
と
重
な
っ
た
場

合
は
翌
日
）

新
発
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
聖
籠
事
務
所

☎
２
７

－

１
６
４
４

お
い
し
い

  
ワ
イ
ン
は
、

    
お
い
し
い

       
ぶ
ど
う

          
か
ら

み
ん
な
の
施
設
を
き
れ
い
に

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」奉
仕
活
動

 結いハートでの除草作業

庭木の剪定も行いました。
（蓮野多目的運動場）

　晴天に恵まれた９月２７日（火）、聖籠スポーツセンターアルビレッジで、第
３６回聖籠町小学校親善陸上大会が開催され、各校の６年生が参加しました。
　６年生は１００メートル、８０メートルハードル等のトラック競技や走り高跳び
等のフィールド競技を選択して、それぞれの記録に力いっぱい挑戦し、さわや
かな汗を流しました。
　また競技後はおのおの準備した名刺を交換して、親睦を深め合いました。

大会成績（１位のみ）
競 技 名 男　　　　　子 女　　　　　子

氏　名 校名 記　録 氏　名 校名 記　録
100m 髙松　永吉 亀代 14 秒 1 飯田　愛花 蓮野 15 秒 6
800m 髙松　玲華 亀代 2 分 51 秒 6
1500m 田中　　龍 山倉 4 分 54 秒 3
80m ハードル 永富　優哉 蓮野 14 秒 4 宮下　亜美 亀代 15 秒 5
走り高跳び 渡辺　和希 亀代 126cm 治田　梨緒 蓮野 115cm
ソフトボール投げ 高橋　隼也 亀代 59m19cm 入井　寧々 亀代 28m86cm

4×100mリレー

渡辺　裕都

亀代 56 秒 6

飯田　愛花

蓮野 1 分 2 秒 6高橋　隼也 二宮　萌恵
橋本　　猛 神田　珠里
髙松　永吉 内山　冴恵

※ 田中龍さん（1500m）、高橋隼也さん、熊倉修平さん（ソフトボール投げ）は大会新記録でした。

第３６回 聖籠町小学校親善陸上大会



広報聖籠 H23.11　32日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

　

投
稿
す
る
と
き
は
濃
い
鉛
筆
（
2
B
以

上
）
か
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。
（
薄
い

も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
）
名
前
は
必
ず

書
い
て
く
だ
さ
い
。
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の

場
合
は
名
前
の
横
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
『
○
○

○
』
と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

1
か
月
に
一
人
1
枚
だ
け
受
け
付
け
ま
す
。

み ん な の ひ ろ ば

食食
しょく

はは味味
ミ ラ ク ル

楽来楽来
～楽しく食べて健康な
　　体と心を育てましょう～

№41

町の宝で〜す
9月の乳児健診から

元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで
行われている乳児健診会場で４か
月健診対象乳児を撮影しています。

伊藤 練さん 11歳

エースさん 16歳

多田　一
いっぺい

平 ちゃん

小見 日
ひ び き

々輝 ちゃん

佐々木 壮
そういちろう

一郎 ちゃん

加藤　日
ひゅうが

向 ちゃん

佐藤　虹
こう

輝
き

 ちゃん

渡邊　励
れい

 ちゃん

小見　葵
あお

彩
い

 ちゃん

渡邉　心
ここ

葉
は

 ちゃん

桑野　航
こうせい

誠 ちゃん

中野　陽
はる

菜
な

 ちゃん

渡邊　陽
はる

輝
き

 ちゃん

参加者の
アンケートより

　山倉小学校学校運営協議会の主催で、保護者
以外の地域の方々を対象に“食に関する話”を
聞こうと給食の試食会が行われました。学校運
営協議会は、学校の応援団として学校と地域を
結ぶ活動をしていただいております。その活動の
一つとして今回は、給食センターが取り組んでい
る食育と“よりおいしい給食を子どもたちに”を
モットーに頑張っている調理員さんと運転手さん
の様子を紹介させていただきました。
　地域の皆さんに給食センターのことを知ってい
ただいたこと、子どもたちと一緒に楽しく会食し
ていただいたことが本当にありがたかったです。
　学校と地域の交流を深めることのできるよい
機会を与えていただいた学校運営協議会の皆さ
ま、ありがとうございました。

　今回の企画は、とても良か
ったと思います。特に五十嵐
先生の話は、食育の基本的
な話で地域の私達は、お話
を聞く機会がないので聞くこ
とができ本当に良かった。昔
は、食育という授業がありま
せんでしたが今の子どもたち
はしっかり学ぶことができて
本当に幸せと思います。

　
　給食センターの皆さま、今
まではただ給食センターに勤
めているという目で見ていまし
たが、大変なお仕事をしてい
ただいているのだなあと思い
ました。本当にご苦労様です。

　
　給食が始まる前までは、に
ぎやかにしていた子どもたちも

「いただきます」の合図と共
に静かになることは、すばら
しいことと思いました。

栄養教諭　五十嵐 正子

岩渕　航
こう

 ちゃん 井浦　鳳
おう

稀
き

 ちゃん

渡邊　美
み う

羽 ちゃんYUN♡さん 4歳

スイーツさん 8歳

9/28 山倉小の地域の方々の
給食試食会が開かれました



33　H23.11 広報聖籠 日時　　会場　　内容　　対象　　申し込み　　問い合わせ

み ん な の ひ ろ ば

聖籠町の秋を満喫 自分たちの手で作ろう、
おいしいお米！

～ 亀代小５年生 稲刈り体験 ～
　晴天に恵まれた９月 29 日（金）、亀代小学校５年生
が総合学習の一環として稲刈り、はさがけ体験を行い
ました。
　地域の方の協力も得て、昔ながらに鎌を使って刈り
取りし、乾燥もはさばを作って、はさがけを行い、自
然乾燥させます。
　最近では、はさがけをする農家も少なくなりました
が、太陽で乾燥させた米は一層甘みが増し、おいしく
なると言われています。
　さすがにはさば作りは大人の仕事でしたが、はしご
にも上り、高所のはさがけにも挑戦しました。
　がんばった児童たちは、自分たちが作ったお米を

『心
こころま

舞い』と名づけ、みんなでいただく「収穫祭」を
楽しみにしています。

～ 国際交流事業 ～
　１０月２日（土）二本松の小林農園において、新潟
大学と敬和学園大学に留学している中国黒龍江省の学
生を招待して「ぶどう狩り交歓会」が行われました。
本事業は秋の恒例行事として毎年おこなわれているも
のです。
　今回は中国駐新潟総領事館から王華総領事と潘曉景
教育領事、また敬和学園大学の鈴木佳秀学長も参加し、
甘さたっぷりの聖籠産ぶどうを味わっていました。
　この日の天気はあいにくの雨模様でしたが、観光ぶ

どう園関係者、町議
会議員など総勢６２
名が参加。ゲスト出
演者の演奏も楽し
み、秋のひとときを
なごやかに過ごしま
した。

　
第
２
回
は
宮
下
さ
ん
宅
（
次
第

浜
）
の
ピ
チ
ち
ゃ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。

★
ピ
チ
に
つ
い
て
★

　

今
か
ら
５
年
前
、
当
時
家
の
外

で
飼
っ
て
い
た
柴
犬
の
ほ
か
に
、

室
内
で
飼
う
犬
も
欲
し
い
と
ペ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
を
度
々
訪
ね
て
い
ま

し
た
。
娘
が
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
テ
リ

ア
と
決
め
て
探
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
あ
る
日
生
後
２
か
月
の
ピ
チ

と
出
逢
い
、
あ
ま
り
の
可
愛
さ
に

決
め
ま
し
た
。
名
前
も
娘
が
“
チ

ビ
”
を
逆
さ
ま
に
し
て
、
で
も
ビ

チ
で
は
可
愛
く
な
い
の
で
ピ
チ
と

し
ま
し
た
。

　

世
話
を
す
る
と
張
り
切
っ
て
い

た
娘
も
現
在
は
中
学
２
年
生
と
な

り
部
活
も
忙
し
く
、
朝
晩
の
散
歩

は
家
族
で
し
て
い
ま
す
。
普
段
は

余
り
食
べ
な
い
の
で
す
が
、
散
歩

に
行
く
と
い
う
素
振
り
を
見
せ
る

と
猛
然
と
エ
サ
を
平
ら
げ
る
姿
が

可
愛
い
で
す
。
か
な
り
の
人
見
知

り
で
初
め
て
会
う
人
に
は
吠
え
た

り
も
し
ま
す
が
、
馴
れ
る
と
甘
え

た
が
り
ま
す
。
見
か
け
ま
し
た
ら

そ
ー
っ
と
近
づ
い
て
い
た
だ
け
れ

ば
嬉
し
い
で
す
。

　 ★ プロフィール ★
名前  ピチ
生年月日  2006年11月2日
5歳の女の子
犬種  ヨークシャーテリア

　

可
愛
い
ペ
ッ
ト
を
紹
介
し
た
い
方
は

電
話
、
メ
ー
ル
、
広
報
は
が
き
等
で
総

務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
は
が
き
の
場
合
は
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、
ペ
ッ
ト
の
種
類
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。
掲
載
す
る
場
合
は
総
務

課
か
ら
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
写
真

の
提
供
と
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
等
の
紹
介
に

つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。
掲
載
さ
れ
た

方
に
は
薄
謝
を
進
呈
し
ま
す
。

自
慢
し
た
い
ペ
ッ
ト
募
集
！

№2

秋の味覚を満喫しました

町長を囲んで
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蓮潟こども園 聖籠こども園

亀代こども園 蓮野こども園


